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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

未
来
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

＊本誌は再生紙を使用しています。

？

特集

経
済
、
社
会
、
環
境
の
三
つ
の
柱
で

支
え
ら
れ
て
い
る
S
D
Gs

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
九
月
の

国
連
総
会
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
の
国
際
目
標
で
あ
る
S
D
G
s

（Sustainable D
evelopm

ent Goals

）
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
。
こ
の

間
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
下
、
経
団

連
）
はSociety 5.0

の
実
現
と
S
D
G
s
の

達
成
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
企
業
行

動
憲
章
を
改
定
し
、
S
D
G
s
推
進
の
旗
振

り
役
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、

大
企
業
で
は
S
D
G
s
の
取
り
組
み
が
ほ
ぼ

不
可
欠
と
な
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
き
た
。
さ

ら
に
、
自
治
体
に
お
い
て
も
、
六
十
都
市
が

内
閣
府
の
S
D
G
s
未
来
都
市
に
、
二
十
の

事
業
が
自
治
体
S
D
G
s
モ
デ
ル
事
業
に
選

定
さ
れ
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

S
D
G
s
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
経
済
、

社
会
、
環
境
の
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。

S
D
Gs
は
、
二
〇
一
五
年
を
達
成
期
限
と

し
て
い
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
M
D
Gs

（M
illennium

 D
evelopm

ent Goals

）
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
M
D
Gs
の
達
成
期

限
を
迎
え
る
数
年
前
か
ら
、
今
後
の
目
標
を

ど
う
す
る
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

M
D
G
s
は
主
に
経
済
開
発
と
社
会
開
発

を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
量
的
な
開
発
、
特

に
開
発
途
上
国
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
な
ど

経
済
の
発
展
に
焦
点
を
当
て
た
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
き
た
。

他
方
で
、一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
の
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議（
地
球
サ
ミ
ッ

ト
）」
か
ら
二
十
年
目
に
あ
た
る
二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年
に
、
環
境
問
題
と
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
国
連
主
催
の
国
際
会

議
（
リ
オ
＋
20
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
を
は
じ
め
と
し
た
地
球
環

境
の
課
題
や
、
科
学
技
術
の
進
歩
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
社
会
の
変
化
な
ど
、
新
た
な

局
面
や
実
態
へ
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
こ
と

で
、
M
D
G
s
の
次
は
持
続
可
能
な
開
発
目

標
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ

た
。
そ
こ
か
ら
加
盟
国
間
で
交
渉
が
始
ま
り
、

二
〇
一
五
年
に
S
D
G
s
が
採
択
、
成
立
す

る
に
至
っ
た
。

こ
れ
ま
で
国
連
で
は
、
政
策
課
題
と
い
え

未
来
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

先
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代
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Ｓ
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代
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な
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Ｓ
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Ｇ
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学
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学
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政
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デ
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究
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6     　

  　
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）と
は   　

  　
拡
大
版
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
９ 

8     

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
て
企
業
活
動
の
意
義
を
明
確
に
す
る   

株
式
会
社
荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト  《
広
島
市
》

10     

知
育
玩
具
の
販
売
を
通
じ
、開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
学
習
道
具
を
提
供   

イ
ッ
ポ
ラ
ボ
合
同
会
社  《
鳥
取
市
》

12     
官
民
連
携
で
成
果
連
動
型
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進   

お
か
や
ま
ケ
ン
コ
ー
大
作
戦  《
岡
山
市
》 

14    ﹇
地
域
に
生
き
る
企
業
家
群
像
﹈  

97  

株
式
会
社
ち
む
ら　

代
表
取
締
役　

千
村 

直
美 《
鳥
取
市
》

18    ﹇
キ
ラ
リ
、輝
く
元
気
企
業
﹈  

70  「
自
然
に
学
ぶ
味
噌
づ
く
り
」を
理
念
に
、人
々
の
健
康
に
貢
献
し
、食
文
化
を
守
る
有
限
会
社
ま
る
み
麹
本
店  《
岡
山
県
総
社
市
》

20    ﹇
夢
紡
人
／
ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と
﹈  

93  

誰
で
も
、い
つ
か
ら
で
も
、音
楽
を
楽
し
め
る
環
境
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
渡
邊 

朋
子
さ
ん  《
広
島
県
三
原
市
》

23    ﹇
こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品
﹈  
20  
八
千
代 

純
米
大
吟
醸
50　

む
つ
み
豚
の
角
煮  《
山
口
県
萩
市
》

24    ﹇
近
現
代
芸
術
再
発
見
﹈  

13  

山
名 
文
夫  《
広
島
県
生
ま
れ
》 ［
１
８
９
７
〜
１
９
８
０
］

26    ﹇
船
上
か
ら
見
る
景
色
﹈  

2  

呉
湾
お
さ
ん
ぽ
ク
ル
ー
ズ  《
広
島
県
呉
市
》

28    ﹇
山
を
あ
る
く
﹈  

8  

赤
ハ
ゲ
山  《
島
根
県
》
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■ Society 5.0 for SDGs
日本経済団体連合会は、Society5.0の実現を通じた
SDGsの達成を「Society5.0 for SDGs」と呼び、最
重要課題と位置付けている。
変革の方向が一致するSociety5.0の実現とSDGs
の達成は、以下の事例のように関連している（一例）。

IoT、AI、ビッグデータを活用したスマー
ト農業により食糧生産を増大
最先端のバイオテクノロジーを用い生産され
たスマートフードにより栄養状態を改善

スーパーコンピューターを用いて、気象観測
データの解析に基づくシミュレーションに
より、気候変動問題を解決

Society 5.0
Society 1.0
狩猟社会

デジタル革新

課題解決 価値創造

多様な人々の　 　力想像
創造

Society 2.0
農耕社会

Society 3.0
工業社会

Society 4.0
情報社会

Society 5.0
創造社会

　Society5.0とは、狩猟社会、農耕社会、工業社会、
情報社会に続く人類社会発展の歴史における5番目
の新しい社会。内閣府の第5期科学技術基本計画
（2016 年 1 月）において、わが国が目指すべき未来
社会の姿として提唱された。AI や IoT、ロボット、
ビッグデータなどのデジタル技術革新により、新し
い価値やサービスが次々と創出され、経済発展や社
会的課題の解決が促されることで、人々に豊かさを
もたらしていく社会である。

解
説

補
足
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 （
不
可
分
な
全
体
）
と
い
わ
れ
、
近
年
S
D
Gs

を
全
体
と
し
て
見
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
は
相
互
に
連
関
し
て
お
り
、

ど
れ
か
一
つ
を
取
り
出
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

S
D
G
s
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
少

し
ず
つ
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
取
っ

か
か
り
で
あ
っ
て
、
本
当
の
取
り
組
み
は

十
七
の
目
標
全
体
に
対
し
て
貢
献
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
と
指
標

を
基
に
取
り
組
み
の
進
捗
を
測
っ
て
評
価
す

統
治（Governance

）
を
重
視
し
て
い
る
企

業
を
評
価
す
る
E
S
G
投
資
は
、
日
本
で
は

ま
だ
量
と
し
て
は
多
く
な
い
も
の
の
、
欧
米

で
は
看
過
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
最
大
級
の
基
金
で
あ
る
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
G
P
I
F
）
が

E
S
G
投
資
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
の
傾
向
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

ま
た
、
S
D
G
s
は
金
融
業
界
に
お
い
て

も
関
心
が
高
い
。
S
D
G
s
に
即
し
た
商
品

や
事
業
で
あ
る
こ
と
が
、
投
資
家
の
目
か

ら
見
て
も
安
全
と
映
る
こ
と
か
ら
、
企
業
は

C
S
R
調
達※

を
含
め
、
社
会
的
責
任
を
果
た

す
活
動
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ば
経
済
問
題
が
主
流
で
、
社
会
や
環
境
に
関

す
る
問
題
は
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
。
具
体
的
な
目
標
設
定
、
行
動
と
な

る
と
各
国
の
政
策
が
優
先
さ
れ
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
今
回
、
S
D
G
s
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
課

題
が
ま
と
め
ら
れ
、
各
国
の
経
済
問
題
と
関

連
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、「
持
続
可
能
な
開

発
」
の
位
置
づ
け
は
大
き
く
変
化
し
た
。
法

的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
S
D
G
s
の
よ

う
に
広
範
囲
で
、
か
つ
体
系
化
を
し
て
細
か

く
設
定
し
た
目
標
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

こ
の
目
標
に
対
し
、
国
連
加
盟
国
百
九
十
三

カ
国
す
べ
て
の
同
意
を
得
ら
れ
た
こ
と
が

S
D
G
s
の
最
大
の
意
義
で
あ
る
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
だ
け
に
終
わ
ら
ず
に

経
営
戦
略
に
も
取
り
入
れ
る

S
D
G
s
は
、
貧
困
、
飢
餓
、
健
康
、
教
育
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
、
イ
ン
フ
ラ
、
格

差
、
都
市
の
問
題
な
ど
を
含
め
た
十
七
の
目

標
か
ら
成
り
立
つ
。
各
目
標
に
は
目
標
年
ま

で
に
具
体
的
に
達
成
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ぶ
ら
下
が
る
。
数
値
目
標
を
含
む
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
数
は
百
六
十
九
に
及
び
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
の
課
題
達
成
の
進
捗
状
況
を
測
る
た
め
の

グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
も
決
定
し
た
。
そ
の
数

は
二
百
四
十
四
に
上
り
、
い
く
つ
か
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
同
じ
指
標
で
計
測
す
る
た
め
、
重

複
を
除
く
と
二
百
三
十
二
の
指
標
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、「
目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
指
標
」

と
い
う
三
層
構
造
が
完
成
し
た
。

現
在
、
企
業
に
お
け
る
S
D
G
s
の
取
り

組
み
の
多
く
は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体

を
通
じ
た
企
業
活
動
の
S
D
Gs
に
よ
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
あ
る
。
原
料
調
達
か
ら
生
産
、
運
搬
、

販
売
、
消
費
、
廃
棄
に
至
る
ま
で
、
ど
の
活

動
が
ど
の
目
標
に
関
連
し
て
い
る
か
を
結
び

つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
確
か
に
第
一
歩
と
し

て
は
重
要
で
、
こ
う
し
て
活
動
を
可
視
化
す

る
こ
と
で
初
め
て
何
を
変
え
る
べ
き
か
が
分

か
っ
て
く
る
。

し
か
し
現
段
階
で
は
、
多
く
の
企
業
が
こ

の
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
C
S
R
報
告
書
な
ど
に
記

載
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
肝
心
な
の

は
、
そ
こ
か
ら
目
標
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る
か
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
な
が
ら
、
経

営
計
画
を
練
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
三
〇
年

の
大
き
な
目
標
を
描
い
て
い
る
S
D
G
s

は
、
四
半
期
ご
と
の
計
画
よ
り
も
中
長
期
の

計
画
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
す
る
。
S
D
G
s
を

経
営
戦
略
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
次
の
大

き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
だ
ろ
う
。

持
続
可
能
性
の
追
求
に
よ
り

新
た
な
顧
客
を
獲
得
す
る

一
方
で
、
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
対
応
の

早
さ
を
生
か
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
S
D
G
s
へ
の
貢
献
を
訴
求
す
る
企
業
も

増
え
て
き
た
。
第
２
回
ジ
ャ
パ
ン
S
D
G
s

ア
ワ
ー
ド
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
を
受
賞

し
た
株
式
会
社
大
川
印
刷
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
は
そ
の
一
つ
で
、
印
刷
事
業
に
よ
り
排

出
さ
れ
る
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
算
定

し
、
そ
の
全
量
分
を
植
林
や
森
林
保
護
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
よ
っ
て
削
減
す

る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
活
動
や
、
大

気
汚
染
や
化
学
物
質
過
敏
症
の
原
因
と
な
る

揮
発
性
有
機
化
合
物
（
V
O
C
）
を
含
ま
な

い
、
ノ
ン
V
O
C
イ
ン
キ
を
使
用
す
る
活
動

を
進
め
て
い
る
。
社
員
向
け
に
S
D
G
s
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
り
、
社
員
が
経
営

戦
略
を
考
え
た
り
と
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で

進
め
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
こ
う
し
た
活
動

は
初
期
投
資
を
必
要
と
す
る
が
、
消
費
者
の

関
心
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）
に
向
か
っ
て
い
る
今
、
予
想
よ
り
も
早

く
投
資
分
を
回
収
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
川
印
刷
で
は
印
刷
自
体
の
コ
ス

ト
は
上
が
っ
た
も
の
の
、新
し
い
顧
客
が
増
え
、

売
上
全
体
が
伸
び
て
い
る
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
な
も
の
、
人
に
も
地
球
に
も
い
い
も
の
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
集
ま
る
人
は
確
実
に

増
え
て
く
る
。
こ
れ
は
、
利
益
一
辺
倒
で
企

業
が
評
価
さ
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
証
し
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
流
れ
を
後
押
し
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
の
が
、
E
S
G
投
資
で
あ
る
。
環
境

（Environm
ent

）、
社
会（Social

）、
企
業

目
標
を
総
合
的
に
見
る

S
D
G
s
を
経
営
戦
略
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
今
企
業
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
が
、
ま
ず
取
り
組
ん
で
み
る

行
動
力
で
あ
る
。
S
D
G
s
の
目
標
に
即
し

た
製
品
を
作
る
の
で
も
、
取
り
扱
う
の
で
も

構
わ
な
い
の
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
。
こ
う
い
っ
た
姿
勢
が
大
切

な
の
は
、
持
続
的
な
成
長
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
家
づ
く
り
の
場
合
、
環
境
に

優
し
い
森
林
認
証
制
度
で
あ
る
F
S
C
認
証

の
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
S
D
G
s
へ
の

貢
献
の
一
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の

F
S
C
認
証
の
木
材
を
遠
方
か
ら
取
り
寄
せ

る
と
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
も
増
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
地
元
の

木
材
の
流
通
や
加
工
の
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
化

す
る
仕
組
み
を
考
え
た
方
が
よ
り
貢
献
度
が

高
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
指
標
の
達
成
に
こ

だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
効
果

を
最
大
化
す
る
た
め
に
「
総
合
的
に
見
る
こ

と
」
が
、
S
D
G
s
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
。

国
連
で
は
こ
れ
ら
はIndivisible W

hole

る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
だ
ろ
う
。

未
来
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る

S
D
G
s
に
取
り
組
む
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
二
〇
三
〇
年
の
世
界
の
姿
か
ら
翻
っ

て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
達
成

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
点
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
未
来
を
先
取
り
で
き
る
こ

と
だ
。
二
〇
三
〇
年
の
世
界
と
、
今
の
世
界

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
す
る
と
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
。

特
に
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
日
本
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
事
業
が
継
続

で
き
な
く
な
り
、
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
先
の
見
え
な
い
時
代
に
、
未
来

の
形
を
示
し
、
新
し
い
企
業
の
あ
り
方
を
示

唆
す
る
。
こ
れ
が
S
D
G
s
の
持
つ
可
能
性

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

p r o f i l e

蟹江 憲史〈かにえ・のりちか〉

1969年生まれ。94年慶應義塾大学総合政策学部
卒業。2001年博士号（政策・メディア）取得。北
九州市立大学法学部助教授、東京工業大学大学院
社会理工学研究科准教授等を経て、15年より現職。
国連大学サステイナビリティ高等研究所シニアリ
サーチフェローも務める。

岡山県岡山市
誰もが健康で学び合い、生涯
活躍するまちおかやまの推進

岡山県西粟倉村
森林ファンドの活用で
創出するSDGｓ未来村

広島県
SDGsの達成に向けて平和
の活動を生み出す国際平和
拠点ひろしまの取組を加速
する～ マルチステイクホル
ダー・パートナーシップによ
るSDGsの取組の強化～

山口県宇部市
「人財が宝」みんなでつ
くる宇部SDGs推進事業
～「共存同栄・協同一致」
の更なる進化～

鳥取県日南町
第一次産業を元気にする
～SDGsにちなんチャレ
ンジ2030～

森林ファンドと森林
RE Designによる百年
の森林事業Ver.2.0

永続的発展に向けた地方分散モデル
事業

岡山県真庭市
地域エネルギー自給率100％ 2030
“SDGs”未来杜市真庭の実現　～永続
的に発展する農山村のモデルを目指
して（私がわたしらしく生きるまち）～

黒字…中国地域のSDGs未来都市
赤字…自治体SDGsモデル事業

鳥取県智頭町
中山間地域における住
民主体のSDGsまちづ
くり事業

中国地域のSDGs未来都市および
自治体SDGsモデル事業選定事業

SDGsにおける17の目標

※ CSR調達…企業などが調達先の選定や調達条件の設定を行う際に、社会的責任の観点から基準を設定すること。
また、調達先に社会的責任を果たすよう要求すること。

1　貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の
貧困を終わらせる

10　人や国の不平等を
　　 なくそう
各国内及び各国間の不平等を是
正する

2　飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及
び栄養改善を実現し、持続可能な
農業を促進する

11　住み続けられる
　　 まちづくりを
包摂的で安全かつ強靱（レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

3　すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促
進する

12　つくる責任　つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保
する

4　質の高い教育をみんなに
すべての人々への包摂的かつ公
正な質の高い教育を提供し、生涯
学習の機会を促進する

13　気候変動に
　　 具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

5　ジェンダー平等を
　  実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児の能力強化を
行う

14　海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海
洋資源を保全し、持続可能な形で
利用する

6　安全な水とトイレを
　  世界中に
すべての人々の水と衛生の利用
可能性と持続可能な管理を確保
する

15　陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可
能な利用の推進、持続可能な森林
の経営、砂漠化への対処、ならび
に土地の劣化の阻止・回復及び生
物多様性の損失を阻止する

7　エネルギーをみんなに
　  そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネル
ギーへのアクセスを確保する

16　平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂
的な社会を促進し、すべての人々に
司法へのアクセスを提供し、あらゆ
るレベルにおいて効果的で説明責任
のある包摂的な制度を構築する

8　働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する

17　パートナーシップで
　　 目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

9　産業と技術革新の基盤を
　  つくろう
強靱（レジリエント）なインフラ
構築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの
推進を図る

外務省による日本語訳を掲載
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持続可能な開発目標（SDGs）とは
17のゴール・169のターゲット
持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレ
ニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年 9月の国連
サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」にて記載された2030年までの国際目標である。持続可
能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットか
ら構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを誓って
いる。SDGsは開発途上国のみならず、先進国も取り組む普遍
的なものであり、日本も積極的に取り組んでいる。

244のグローバル指標
国連サミットの成果文書において、SDGsの進捗を測定するための指標は国連統計委員会で検討することとなった。
そして、国連統計委員会や関連会合での議論を経て、2017年7月の国連総会において、全244（重複を除くと232）
のグローバル指標からなる指標枠組みが承認された。

「８　働きがいも経済成長も」のターゲットとグローバル指標
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい
雇用 (ディーセント・ワーク)を促進する

例：

2015年にSDGsが採択された後、政府はまず「SDGs推進本部」を設置し、この本部の下で、行政、民間セクター、
NGO・NPO、有識者、国際機関、各種団体等を含む幅広いステークホルダーらによる対話を経て同年12月、今
後の日本の取り組みの指針となる「SDGs実施指針」を決定した。2019年6月の第7回推進本部会合では従前の
「SDGsアクションプラン2019」をさらに具体化・拡大した「拡大版SDGsアクションプラン2019」を決定した。

拡大版SDGsアクションプラン2019では、
Ⅰ　SDGsと連動する「Society5.0」の推進
Ⅱ　SDGsを原動力とした地方創生、強靭かつ環境に優しい魅力的なまちづくり
Ⅲ　SDGsの担い手として次世代・女性のエンパワーメント
の３本柱を中核とする日本のSDGsモデルをG20大阪サミット、TICAD7（第7回
アフリカ開発会議）、第1回SDGサミット※などの機会を活用して国際社会に共有・
展開し、その上でこれらの各種取り組みを統合・発展させる形で「SDGs実施指針」を
改定するとしている。

①『SDGs経営ガイド』を
　G20等も活用して国内外に発信
②ESG投資のパフォーマンス分析、投資家・
　評価機関の手法の見える化等を通じ、
　SDGs 経営を後押しする長期投資を促進
③SDGsに関する投資等に係る国際的ルール
　メイキングに貢献

2019年５月、『SDGs経営ガイド』策定。企業のSDGs経営の
推進とESG投資の呼び込みを後押しするための施策を推進

日本の優れた科学技術を活用し、「SDGs のための
科学技術イノベーション (STI for SDGs)」を推進
①国連の会議やG20、TICAD7を通じ、
　各国の「ロードマップ」策定を支援
②各国の SDGs ニーズと日本の STI シーズを
　マッチングするプラットフォームを構築
③ODAと連携した国際共同研究の強化等

2019 年 6 月、G20 大阪サミットにおいて
「STI for SDGs ロードマップ策定のための基本
的考え方（Guiding Principles）」を発表

STI  for  SDGs

地方創生
SDGs と
持続可能な
まちづくり

2019 年 5月、平成 31年度地域循環共生圏づくり
プラットフォームの構築に向けた地域循環共生圏
の創造に取り組む活動団体を選定

プラットフォーム
会員数：724団体（2019年 5月末時点）

環境×地方創生：
地域資源を持続的な形で最大限活
用。自立・分散型の社会を形成しつ
つ、各地域が補完し支え合う地域循
環共生圏の創造に向け、プラット
フォーム構築（ソフト面）及び地域
社会インフラの脱炭素化モデル実証
（ハード面）を通じ支援

フェーズ 1
地域事業者のSDGs 達成に
向けた取り組みの見える化
「登録 / 認定制度」を構築
し、地域事業者の SDGs
達成に向けた取り組みを
見える化
登録 / 認定制度を通じて
幅広い地域事業者の参画
を促し、SDGs 達成に取り
組む主体のすそ野を拡大

○

○

○

○

地域金融機関が、与信先
企業に対してモニタリング、
フォローアップを実施する
ことで育成・成長に貢献
モニタリングを通じて得
られた知見を自らの目利
き力やコンサルティング
能力等の強化に活かす

フェーズ 2
SDGs を通じた地域金融機
関と地域事業者の連携促進

○

○

フェーズ 3
SDGs を通じた地域金融機
関等と機関投資家・大手銀
行・証券会社等の連携促進
フェーズ 2 の実践を通じ
て優れた取り組みを行っ
た地域金融機関を政府が
表彰する制度を創設
機関投資家等と地域金融
機関の協調・協業を推進

■ 長沼町
■ （特非）仕事人倶楽部
■ （一社）Reborn-Art Festival
■ （一社）サスティナビリティセンター
■ （株）会津森林活用機構、会津地域
　 森林資源活用事業推進協議会
■ 小田原市
■ 国立大学法人富山大学
■ （株）七尾街づくりセンター
■ 根羽村
■ （一社）スマート・テロワール協会
■ 浜松市
■ 伊豆半島ジオパーク推進協議会
■ 富士宮市
■ 裾野市深良地区まちづくりコンソ
　ーシアム
■ おわせ SEAモデル協議会
■ （認定特非）まちづくりネット東近江
■ 亀岡市
■ 環境アニメイティッドやお
■ （公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
■ 奈良市
■ みなべ・田辺地域世界農業遺産推
　進協議会

①地方創生SDGs達成に向け自律的好循環の形成
　を目指し、地方創生SDGs金融の普及・展開を
　図り、多様なステークホルダーが連携し「地方
　創生SDGs金融フレームワーク」構築を目指す。
②地方創生SDGs官民連携プラットフォームによ
　るビジネス創出拡大

SDGs
経営推進
イニシアティブ

地域循環
共生圏

■ 那智勝浦町
■ （株）AMAホールディングス
■ 真庭市
■ （株）エーゼロ
■ コウノトリ定着推進連絡協議会
■ 宗像国際環境会議実行委員会
■ （一社）九州循環共生協議会
■ 鹿島市ラムサール条約推進協議会
■ 小国町（熊本県）
■ 熊本県、南阿蘇村
■ 奄美市
■ 徳之島地区自然保護協議会
■ 宮古島市
■ 国頭村

「地方創生 SDGs 金融フレームワーク」

地方公共団体

官民連携
投融資 投融資、

働きかけ

表彰等
モニタリング
フォローアップ提案登録・認定

政府

機関投資家、
大手銀行、証券等地域事業者等 地域金融機関

※中国地域の団体

※

拡大版SDGsアクションプラン2019における主要な取り組み

拡大版 SDGsアクションプラン2019

グローバル指標

8.1 各国の状況に応じて、一人当たり経済成長率を持続させる。特に後発開発途上国は
少なくとも年率７%の成長率を保つ。 8.1.1 一人当たりの実質GDPの年間成長率

8.2 高付加価値セクターや労働集約型セクターに重点を置くことなどにより、多様化、
技術向上及びイノベーションを通じた高いレベルの経済生産性を達成する。 8.2.1 就業者一人当たりの実質GDPの年間成長率

8.3
生産活動や適切な雇用創出、起業、創造性及びイノベーションを支援する開発重視
型の政策を促進するとともに、金融サービスへのアクセス改善などを通じて中小零
細企業の設立や成長を奨励する。

8.3.1 農業以外におけるインフォーマル雇用の割合（性別ごと）

8.4
2030年までに、世界の消費と生産における資源効率を漸進的に改善させ、先進国
主導の下、持続可能な消費と生産に関する10か年計画枠組みに従い、経済成長と
環境悪化の分断を図る。

8.4.1 マテリアルフットプリント（MF）、一人当たりMF及び
GDP当たりのMF（指標12.2.1と同一指標）

8.4.2 天然資源等消費量（DMC）、一人当たりのDMC 及び
GDP当たりのDMC（指標12.2.2と同一指標）

8.5 2030年までに、若者や障がい者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な
雇用及び働きがいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

8.5.1 女性及び男性労働者の平均時給（職業、年齢、障がい者別）

8.5.2 失業率（性別、年齢、障がい者別）

8.6 2020年までに、就労、就学及び職業訓練のいずれも行っていない若者の割合を大
幅に減らす。 8.6.1 就労、就学及び職業訓練のいずれも行っていない15～24

歳の若者の割合

8.7
強制労働を根絶し、現代の奴隷制、人身売買を終わらせるための緊急かつ効果的な
措置の実施、最悪な形態の児童労働の禁止及び撲滅を確保する。2025年までに児
童兵士の募集と使用を含むあらゆる形態の児童労働を撲滅する。

8.7.1 児童労働者（5～17歳）の割合と数（性別、年齢別）

8.8 移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な雇用状態にある労働者など、全ての
労働者の権利を保護し、安全・安心な労働環境を促進する。

8.8.1 致命的及び非致命的な労働災害の発生率（性別、移住状況別）

8.8.2
国際労働機関（ILO）原文ソース及び国内の法律に基づく、
労働権利（結社及び団体交渉の自由）における国内コンプ
ライアンスのレベル（性別、移住状況別）

8.9 2030年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光
業を促進するための政策を立案し実施する。

8.9.1 全GDP及びGDP成長率に占める割合としての観光業の直
接GDP

8.9.2 全観光業における従業員数に占める持続可能な観光業の従
業員数の割合

8.10 国内の金融機関の能力を強化し、全ての人々の銀行取引、保険及び金融サービスへ
のアクセスを促進・拡大する。

8.10.1 成人10万人当たりの商業銀行の支店数及びATM数

8.10.2 銀行や他の金融機関に口座を持つ、又はモバイルマネーサービスを利用する成人（15歳以上）の割合

8.a
後発開発途上国への貿易関連技術支援のための拡大統合フレームワーク（EIF）など
を通じた支援を含む、開発途上国、特に後発開発途上国に対する貿易のための援助
を拡大する。

8.a.1 貿易のための援助に対するコミットメントや支出

8.b 2020年までに、若年雇用のための世界的戦略及び国際労働機関（ILO）の仕事に関
する世界協定の実施を展開・運用化する。 8.b.1 国家雇用戦略とは別途あるいはその一部として開発され運

用されている若年雇用のための国家戦略の有無

ターゲット

出典：SDGs推進本部「拡大版SDGsアクションプラン2019〜2019年に日本がリーダーシップを発揮するSDGs主要課題〜」（2019年 6月）

解 説補 足

※ 2019年9月にニューヨークの国連本部で開催されたサミット。各国首脳がSDGs
について議論し、2030アジェンダの進捗の報告とともに課題が示された。
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「
S
D
Gs
推
進
委
員
会
」を
設
立

一
般
的
に
、
企
業
が
S
D
G
s
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
国
際
的
な
動

き
に
歩
み
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
企
業
の
成
長
を
維
持
し
、
新
規
事
業

の
開
発
や
企
業
価
値
の
向
上
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
強
化
が
達
成

で
き
る
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
に
加
え
、
S
D
G
s
に
各
々
の
仕
事
を

当
て
は
め
て
い
く
こ
と
で
、
社
員
一
人
一
人

が
仕
事
の
意
義
や
社
会
に
お
け
る
会
社
の
役

割
を
実
感
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
だ
と

荒
谷
社
長
は
語
る
。

「
私
自
身
、
以
前
別
の
業
界
で
社
員
と
し
て

働
い
て
い
た
の
で
理
解
で
き
ま
す
が
、
従
来

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
、
社
員
か
ら
す
る
と
通
常

未
来
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
通
じ
て

企
業
活
動
の
意
義
を
明
確
に
す
る

青
年
会
議
所
所
属
時
に

国
連
関
係
会
議
に
出
席

中
四
国
地
域
を
拠
点
に
測
量
、
地
質
調
査
、

土
木
設
計
を
行
う
荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
広
島
市
で

創
業
し
、
創
業
百
周
年
を
迎
え
た
二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
に
荒
谷
悦え
つ

嗣し

社
長
が
就
任

し
た
。

荒
谷
社
長
が
広
島
青
年
会
議
所
に
所
属
し

て
い
た
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
、

日
本
青
年
会
議
所
議
長
と
し
て
参
加
し
た
国

連
の
国
際
青
年
会
議
所
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
サ
ミ
ッ
ト
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
）
で
は
、
S
D
G
s
の
前
身

と
な
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
M
D
G
s
）
が
テ
ー
マ
の
一
つ

と
な
っ
て
い
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
九
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、

M
D
G
s
に
代
わ
っ
て
S
D
G
s

が
新
た
に
採
択
さ
れ
る
と
、そ
の
後
、S
D
Gs

が
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
荒
谷
社
長
は
青
年
会
議
所
で
得
た

知
見
を
会
社
に
も
広
め
た
い
と
、
改
め
て

S
D
G
s
を
学
び
直
す
こ
と
に
し
た
。

「
M
D
G
s
は
、
開
発
途
上
国
の
開
発
課
題
が

中
心
で
先
進
国
は
そ
れ
を
援
助
す
る
と
い
う

位
置
付
け
で
し
た
が
、
S
D
G
s
で
は
先
進

国
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
大
幅
に
拡
充
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
海
や

陸
の
豊
か
さ
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち

の
仕
事
に
大
き
く
関
係
す
る
目
標
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
読
み
込
み
に
よ
り

会
社
と
し
て
の
目
標
が
明
確
に

ど
の
よ
う
に
S
D
Gs
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
を
考
え
る
上
で
、
最
初
に
行
っ
た
の
は

十
七
の
開
発
目
標
と
と
も
に
、
付
随
す
る

百
六
十
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
読

み
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

例
え
ば
、「
２ 

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」

の
目
標
に
は
、「
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、
生
産
量
を
増
や
し
、
生

態
系
を
維
持
し
、
気
候
変
動

や
極
端
な
気
象
現
象
、
干
ば

つ
、
洪
水
及
び
そ
の
他
の
災

害
に
対
す
る
適
応
能
力
を
向

上
さ
せ
、
漸
進
的
に
土
地
と
土
壌
の
質
を

改
善
さ
せ
る
よ
う
な
、
持
続
可
能
な
食
料

生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
保
し
、
強
靭
（
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
）
な
農
業
を
実
践
す
る
」
な
ど
の

八
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
に
設
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
読
み
込
む
こ
と
で
、
既
存
の
自
社
の
事

業
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
、
こ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
達
成
の
た
め
に
、
会
社
と
し
て

何
を
す
べ
き
か
が
明
確
に
な
っ
た
と
荒
谷

社
長
は
話
す
。

「『
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
』
と
い
う
目
標
は
、
社
会

資
本
整
備
を
生
業
と
す
る
私
た
ち
に
は
一
見

あ
ま
り
関
係
が
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
る
と
、
気
候
変
動

や
災
害
対
応
な
ど
わ
が
社
の
業
務
に
大
い
に

関
わ
る
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
指
標
に
し
な
が
ら
、
将
来
に

向
け
た
会
社
の
方
向
性
や
動
き
を
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

の
業
務
と
は
別
に
行
う
社
会

貢
献
と
し
て
捉
え
が
ち
な
側

面
が
あ
り
ま
す
。
S
D
G
s

は
会
社
の
事
業
や
普
段
の
仕

事
そ
の
も
の
が
社
会
貢
献
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
し

か
も
全
世
界
共
通
の
目
標
な

の
で
、
理
解
し
や
す
く
、
取

り
組
み
や
す
い
。
S
D
G
s

が
流
行
っ
て
い
る
か
ら
推
進

す
る
の
で
は
な
く
、
会
社
が

永
続
す
る
た
め
に
は
地
球
環

境
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
の
成
果
が

地
球
環
境
や
地
域
社
会
に
役
に
立
つ
も
の
で

あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

同
社
で
は
、
荒
谷
社
長
が
委
員
長
と
な
っ

て
、
二
〇
三
〇
年
に
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

る
三
十
代
、
四
十
代
の
社
員
十
数
人
と
と
も

に
、「
S
D
G
s
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
現
在
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は

S
D
G
s
に
資
す
る
既
存
事
業
や
取
り
組
み

を
整
理
し
て
W
E
B
上
で
公
表
す
る
こ
と
か

ら
着
手
。
次
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
深
く
読
み
込

み
な
が
ら
、
各
部
署
や
各
支
社
で
ど
ん
な
活

動
が
で
き
る
か
を
検
討
し
、
今
後
全
社
的
に

展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。
来
年
以
降
は
年
次

事
業
計
画
も
S
D
G
s
に
合
わ
せ
て
作
成
し

て
い
く
と
い
う
。

企
業
活
動
全
体
を

S
D
Gs
の
目
標
に
合
わ
せ
て
い
く

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
広
島
県

働
き
方
改
革
実
践
企
業
に
認
定
さ
れ
た
同
社

で
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
の
働
き
方
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
働
き
方
改
革
委
員
会
を
設
置

し
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
定
年
ま

で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

ま
た
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域

で
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
設
備
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
た
小
規
模
な
ボ
イ
ラ
ー
設

備
も
設
計
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
築
物
だ

け
で
な
く
広
域
の
土
木
の
視
点
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
、
広
島
県
内

各
所
で
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
も

参
画
し
て
き
た
。

今
後
は
、
同
社
の
主
要
事
業
で
あ
る
社
会

資
本
整
備
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
企
業
活
動
全

体
を
、
健
康
と
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
働
き
が
い
、
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
S
D
G
s
の
目
標
に

当
て
は
め
て
よ
り
深
め
て
い
く
予
定
だ
。

地
域
や
社
会
へ
の
強
い
意
識
は
、
こ
れ
ま

で
同
社
が
中
四
国
を
拠
点
に
地
域
密
着
で
事

業
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
と
、
広
島
青
年
会

議
所
で
の
経
験
が
大
き
か
っ
た
と
荒
谷
社
長

は
話
す
。

「
広
島
青
年
会
議
所
に
在
籍
時
、
自
分
た
ち

が
い
か
に
地
域
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
学

び
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
所
属
し
て
二
年
目

の
時
に
は
、
広
島
市
の
未
来
地
図
を
描
く『
広

島
〝
夢
〟
未
来
地
図
』
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
共
通
の
指
標
が
あ
れ
ば
一
企
業

と
し
て
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
S
D
G
s
も
、

世
界
共
通
の
目
標
が
あ
る
こ
と
で
企
業
の
取

り
組
み
方
が
変
わ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

株
式
会
社
荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト  

《
広
島
市
》

荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は
、
三
十
代
、
四
十
代
の
社
員
を
中
心
に

「
S
D
G
s
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
S
D
G
s
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

S
D
G
s
を
も
の
さ
し
に
し
て
事
業
や
会
社
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
つ
め
直
し
、
次

の
百
年
の
た
め
の
土
台
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
る
。

荒谷悦嗣社長

荒谷社長が委員長となって、2030年ごろに重責を担う30代、40代の社員
を中心に「SDGs推進委員会」を立ち上げ、勉強会を実施している

同社で導入している MMS（モービルマッピングシステム）
は、自動車にカメラと三次元レーザースキャナを搭載し、
道路や周辺環境の映像や三次元データを取得する方法。
ICTを活用した建設生産プロセス「i-Construction」の
一環であり、こうした技術を生かしてSDGs「９ 産業と
技術革新の基盤をつくろう」に取り組んでいる

港湾の事業では、現地状況の調査、各種数値解析（波浪・漂砂・
潮流等）、施設の設計などを行う。砂浜の保全、干潟や浅場の
創出、水質の汚濁防止対策等の計画により、水辺や海洋の多様
な動植物の生息・生育環境の保全・創出などに関連したSDGs

「14  海の豊かさを守ろう」に取り組んでいる
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発
途
上
国
の
教
育
環
境
の
改
善
を
支
援
す
る

と
い
う
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

形
作
ら
れ
た
。

最
初
に
誕
生
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

「
d
e
m
i

」
は
、
鳥
取
県
産
の
ヒ
ノ
キ
を
使

用
し
た
積
み
木
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
パ
ー

ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
・
黄
・
青
に
色
づ
け
さ

れ
て
お
り
、
に
ぎ
る
、
つ
か
む
、
色
を
認
識

す
る
、
と
い
っ
た
０
歳
児
か
ら
の
成
長
を
後

押
し
す
る
。

「
三
歳
ぐ
ら
い
で
積
み
木
に
飽
き
て
し
ま
う

子
も
い
る
の
で
、
長
く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
生
か
す
な

ど
、
別
の
遊
び
方
も
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

も
う
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
、
組
み
木

開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
場
を
ど
う
支
援
す
る
か

イ
ッ
ポ
ラ
ボ
創
業
者
の
田
中
大た

一い
ち

さ
ん

は
鳥
取
市
の
高
校
を
卒
業
後
、
英
語
教
師
を

目
指
し
て
大
阪
教
育
大
学
に
入
学
し
た
。
大

学
一
年
生
の
と
き
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

で
覆
っ
た
空
間
で
勉
強
す
る
現
地
の
子
ど
も

た
ち
の
環
境
に
衝
撃
を
受
け
る
。
以
来
、
開

発
途
上
国
の
教
育
環
境
を
良
く
し
た
い
と
の

思
い
を
持
ち
、
大
学
卒
業
後
、
東
京
外
国
語

大
学
大
学
院
で
国
際
協
力
を
専
門
的
に
学
ん

だ
。
大
学
院
修
了
後
は
、
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）
な
ど
で
の
調
達
業
務
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
う
専
門
機
関

の
一
般
財
団
法
人
日
本
国
際
協
力
シ
ス
テ
ム

に
入
職
し
、
東
南
ア
ジ
ア
や
西
ア
フ
リ
カ
で

学
校
を
設
立
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

て
き
た
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
や
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
な
ど

の
国
々
を
担
当
す
る
中
で
、
田
中
さ
ん
の
人

生
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
政

府
が
推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
貢

献
事
業
「SPORT FOR TOM

ORROW

」

の
一
環
と
し
て
、
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
で
運
動

会
を
開
催
す
る
事
業
に
関
わ
っ
た
と
き
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
参
加
賞
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
渡
す
と
、
多
く
の
子
が
ペ
ン
を
大
事
そ

う
に
手
に
握
り
し
め
て
い
た
。

「
O
D
A
で
は
、
教
員
養
成
の
支
援
や
、
施
設・

机
・
椅
子
・
教
科
書
と
い
っ
た
共
有
物
の
提

供
は
で
き
て
も
、個
人
の
所
有
物
と
な
る
ノ
ー

ト
や
筆
記
用
具
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
学
校
が
建
て
ら
れ
て
も
、
自
分
の
道

具
を
持
て
な
い
ま
ま
の
子
ど
も
た
ち
が
何
人

も
い
る
の
で
す
。
自
分
の
手
で
文
字
を
書
い

た
り
、
計
算
し
た
り
と
い
っ
た
基
礎
的
な
経

験
が
積
め
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
教
育

を
受
け
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
」

「
な
ん
と
か
子
ど
も
た
ち
に
学
習
道
具
を
届

け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
な
い
か
」
と
考

え
を
巡
ら
せ
る
中
で
、
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た

の
が
米
国
の
シ
ュ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
Tト

 
ム
 
ス

O
M
S

の
「One for One

」
事
業
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
自
社
の
靴
が
一
足
購
入
さ
れ
る
た
び
に
、

開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
靴
を
贈
る
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
こ
れ
ま
で
二
十
カ
国

に
九
千
三
百
万
足
の
靴
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

T
O
M
S
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
拡

大
し
、
現
在
は
視
力
回
復
や
安
全
な
出
産
の

支
援
、
水
の
確
保
な
ど
に
も
支
援
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

「
一
般
の
人
に
も
分
か
り
や
す
く
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
な
の
で
、
こ
の
形
を
生
か
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
き

ま
し
た
」

鳥
取
に
戻
り
、

イ
ッ
ポ
ラ
ボ
を
立
ち
上
げ

田
中
さ
ん
は
、
日
本
国
際
協
力
シ
ス
テ
ム

を
退
職
後
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年

に
鳥
取
県
が
主
催
す
る
起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
と
っ
と
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
」

に
参
加
し
た
。
こ
こ
で
、
県
内
の
森
林
組
合

や
地
元
企
業
、
金
融
機
関
の
人
と
知
り
合
い
、

木
を
使
っ
た
知
育
玩
具
の
販
売
に
よ
り
、
開

玩
具
「
タ
テ
グ
」
は
、
パ
ー
ツ
を
は
め
こ
み
、

組
み
立
て
る
こ
と
で
よ
り
想
像
力
を
育
む
知

育
玩
具
だ
。
各
パ
ー
ツ
は
、
鳥
取
県
智ち

頭づ

町
の

藤
縄
建
具
店
が
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
出
産
祝
い
と
し
て
も
人
気
が

高
い
天
然
素
材
の
玩
具
も
販
売
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
現

在
、
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
州
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
A
O
Z
O
R
A

を
通
じ
て
、
学
習
道
具
の
購
入
資
金
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。
A
O
Z
O
R
A
が
運
営
す
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の
中
で
も
貧
し

い
地
区
に
あ
り
、
住
民
の
平
均
的
な
日
給
は

約
三
百
円
、
年
収
は
五
万
円
ほ
ど
だ
。
一
方
、

ノ
ー
ト
は
一
冊
四
十
円
も
す
る
た
め
、
子
ど

も
に
買
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
親
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
の
寄

付
に
よ
り
、
こ
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
毎
月
、
新

品
の
ノ
ー
ト
一
冊
と
鉛
筆

一
本
、消
し
ゴ
ム
一
個
を
、

約
百
人
の
児
童
た
ち
に
提

供
し
て
い
る
。

「
お
客
さ
ま
か
ら
お
預
か

り
し
た
お
金
を
使
っ
て
、

現
地
の
子
ど
も
た
ち
に

学
習
道
具
を
き
ち
ん
と

届
け
る
に
は
、
ま
ず
は

学
校
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
N
P
O
や

N
G
O
と
協
力
す
る
方
が
確
実
と
考
え
ま
し

た
。
こ
こ
で
勉
強
し
た
子
ど
も
た
ち
が
今
後

ど
う
成
長
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
過
程
も
、

こ
れ
か
ら
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

自
然
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る

個
人
寄
付
が
盛
ん
な
米
国
に
比
べ
、
日
本

は
寄
付
文
化
が
希
薄
と
い
わ
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
商
品
販
売
価
格
の
中
に
初

め
か
ら
寄
付
金
分
を
組
み
込
み
、
誰
で

も
自
然
に
国
際
協
力
活
動
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
だ
と
田
中
さ
ん
は
話
す
。

「
国
際
協
力
や
寄
付
を
前
面
に
押
し
出
す

よ
り
も
、
消
費
者
が
か
わ
い
い
、
楽
し

そ
う
と
思
っ
て
買
っ
た
商
品
が
、
実
は
国
際

協
力
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
作
っ

た
方
が
、
結
果
と
し
て
多
く
の
人
を
巻
き
込

ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

現
在
、
大
手
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
の
子
ど

も
向
け
の
お
も
ち
ゃ
を
制
作
す
る
な
ど
、
他

企
業
と
の
協
働
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

教
育
そ
の
も
の
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
捉
え
て
い

る
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
で
は
、
か
け
っ
こ
教
室
や
木

工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
子
ど
も
の
第

一
歩
を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
定
期

的
に
開
い
て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
設
立
し
た
ば

か
り
の
会
社
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

「
一
つ
一
つ
の
活
動
を
大
き
く
し
て
い
き
な
が

ら
、
い
ず
れ
実
店
舗
を
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
イ
ン
ド
で
関
わ
っ
て
い

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
年
間
運
営
費
の
四
分

の
一
に
当
た
る
金
額
を
イ
ッ
ポ
ラ
ボ
で
寄
付

し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
を
継
続
し
つ
つ
、
別

の
形
で
も
支
援
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

未
来
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

知
育
玩
具
の
販
売
を
通
じ
、

開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

学
習
道
具
を
提
供

イ
ッ
ポ
ラ
ボ
合
同
会
社  
《
鳥
取
市
》

商
品
が
購
入
さ
れ
る
と
、
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
学
習
道

具
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
「
d

ド
ゥ
ミ

e
m
i

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
イ
ッ
ポ
ラ
ボ

合
同
会
社
。
S
D
G
s
の
目
標
「
４ 

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
へ
の
貢
献

を
目
指
す
同
社
で
は
、「
世
界
中
の
人
び
と
に
学
ぶ
道
具
を
、
学
ぶ
機
会
を
」
の

理
念
の
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

西アフリカの学校建設プロジェクト担当時の田中さん

0歳児から遊べる積み木「demi」

2018年はフリースクールの年間運営費の4分の1に当たる金額をイッポラボで寄付した

建具店が一つ一つ手作りしている組み木玩具
「タテグ」

ノートやペンを手にする子どもたち

イッポラボの商品の売り上げの一部を学習道具の購入資金に充て、
フリースクールに寄付
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国
内
最
大
規
模
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
事
業

内
閣
府
の
S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
さ

れ
て
い
る
岡
山
市
は
、「
誰
も
が
健
康
で
学

び
合
い
、
生
涯
活
躍
す
る
ま
ち
」
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

S
D
G
s
の
「
３ 
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
を
」
の
実
現
に
向
け
、
地
元
企
業
等
と
連

携
し
て
進
め
て
い
る
の
が
、
二
〇
一
九（
平

成
三
十
一
）
年
四
月
に
開
始
し
た
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
「
お
か
や
ま
ケ
ン
コ
ー

大
作
戦
」
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
市
民
が
加
盟
店

か
ら
健
康
に
結
び
つ
く
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
・
利
用
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
ポ
イ

ン
ト
数
に
応
じ
て
特
典
が
得
ら

れ
る
仕
組
み
で
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
の
促
進
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
特
徴
は
、
複
数

の
地
元
事
業
者
が
健
康

関
連
サ
ー
ビ
ス
や
資
金

を
提
供
し
、
ま
た
、
出

資
者
を
広
く
募
り
、
成

果
連
動
型
業
務
委
託
方

式
の
Ｓ
Ｉ
Ｂ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン

ド
）
を
導
入
し
た
こ
と

で
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
は
、

行
政
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
た
事
業
者
が
、

民
間
資
金
を
活
用
し
て
社
会
的
課
題
を
解
決

す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
そ
の
成
果
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
る
委
託
料
を
サ
ー
ビ
ス
や

資
金
の
提
供
者
に
還
元
す
る
仕
組
み
だ
。
事

業
期
間
は
二
〇
二
一
年
度
末
ま
で
の
三
年
間
、

準
備
期
間
を
含
め
た
五
年
間
の
事
業
費
は
約

三
億
七
千
万
円
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
よ
る
事
業
で

は
国
内
最
大
の
予
算
規
模
と
な
る
。

「
岡
山
市
は
、
市
民
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
（
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
期
間
）
の
差

が
全
国
の
中
で
も
大
き
く
、
つ
ま
り
要
介

護
と
な
る
期
間
も
長
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
誘
発
す
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
こ

れ
ま
で
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
資
金
を
活
用
し
、
ま
ち
全
体
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
二
年
前
か
ら

官
民
協
働
で
検
討
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

市
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
、
中
間
支
援

組
織
と
し
て
事
業
の
運
営
を
行
う
Ｐ
Ｓ
瀬
戸

内
株
式
会
社
社
長
の
石
原
達
也
さ
ん
は
そ
う

経
緯
を
話
す
。
同
社
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
を
務
め
る
石
原

さ
ん
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
で
社
会
的
な
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
会
社
で
あ
る
。

「
株
式
会
社
中
国
銀
行
や
一
般
財
団
法
人
社

会
的
投
資
推
進
財
団
と
も
連
携
し
、
二
十
社

ほ
ど
の
地
元
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
で
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
」

三
千
万
円
の
資
金
を
調
達

事
業
の
仕
組
み
は
、
❶
Ｐ
Ｓ
瀬
戸
内
が

融
資
・
出
資
で
資
金
を
調
達
、
❷
出
資
募
集

は
金
融
商
品
取
引
資
格
を
持
つ
プ
ラ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
取

り
扱
い
、
❸
調
達
資
金
か
ら
配
分
さ
れ
た
事

業
費
と
❹
参
加
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に

よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

が
事
業
を
行
い
、
❺
Ｐ
Ｓ
瀬
戸
内

が
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
に
応
じ

て
参
加
者
へ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
、

❻
評
価
機
関
が
事
業
を
毎
年
度

評
価
し
、
❼
評
価
結
果
を
岡
山

市
に
報
告
、
❽
岡
山
市
は
成
果

に
連
動
し
た
業
務
委
託
料
を
Ｐ

Ｓ
瀬
戸
内
へ
支
払
い
、
❾
Ｐ
Ｓ

瀬
戸
内
は
最
終
年
度
後
、
出
資

者
へ
成
果
報
酬
に
応
じ
た
償
還

金
を
支
払
う
―
―
と
い
う
流
れ

に
な
っ
て
い
る
。

資
金
の
調
達
目
標
を
三
千
万

円
に
設
定
し
、
中
国
銀
行
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
な
ど
か
ら
の
出

資
に
加
え
、
幅
広
く
法
人
・
個
人

に
出
資
を
募
っ
て
、
目
標
額
を
達

成
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
対
象
と
な

る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
健
康
メ

ニ
ュ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
健
康

に
寄
与
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
加
盟
店
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
薬

局
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
な
ど
百

店
を
超
え
る
。
そ
の
他
に
も
、
健

康
診
断
の
受
診
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
、
一
日
の
歩
数
で
も
ポ
イ

ン
ト
が
獲
得
で
き
る
。

最
終
目
標
は
市
民
の
健
康
生
活

ポ
イ
ン
ト
事
業
へ
の
参
加
対
象
者
は
、

三
十
五
歳
以
上
の
岡
山
市
民
で
、
参
加
費
は

無
料
。
個
人
の
ほ
か
、
市
内
企
業
・
事
業
所

等
で
の
十
人
以
上
の
企
業
参
加
も
募
集
し
て

お
り
、
そ
の
場
合
は
市
外
在
住
者
も
参
加
で

き
る
。
参
加
申
し
込
み
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
が
配
付
さ
れ
、
加
盟
店
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、
一
年

間
の
ポ
イ
ン
ト
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
応
じ
て

商
品
券
や
特
産
品
な
ど
の
景
品
が
も
ら
え
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
成
果
目
標
は
、
初
年
度
の

二
〇
一
九
年
度
は
一
万
五
千
人
の
参
加
者
の

登
録
、
翌
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の

う
ち
八
割
以
上
が
生
活
習
慣
・
食
生
活
の
改

善
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
最
終
年
度
は
週

二
回
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（
リ
ピ
ー

タ
ー
）
が
九
千
人
を
上
回
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
達
成
度
に
応
じ
て
岡
山
市
は
毎
年
度
末

に
二
千
五
百
万
円
を
上
限
と
す
る
委
託
料
を

Ｐ
Ｓ
瀬
戸
内
に
支
払
う
。
さ
ら
に
、
最
終
年

度
終
了
後
に
、
参
加
者
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ※

の
改
善
ま

た
は
身
体
活
動
量
の
増
加
の
割
合
に
応
じ
た

成
果
報
酬
金
と
し
て
最
大
二
千
万
円
を
支
払

う
。
生
活
習
慣
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
改
善
な
ど
は
、

評
価
機
関
が
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
き
評
価
す
る
。

「
各
年
度
目
標
を
達
成
す
る
と
二
千
五
百
万
円

が
委
託
料
の
一
部
と
し
て
入
っ
て
き
て
翌
年

官
民
連
携
で
成
果
連
動
型
の

健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進

お
か
や
ま
ケ
ン
コ
ー
大
作
戦  

《
岡
山
市
》

岡
山
市
は
、
企
業
や
市
民
と
連
携
し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
進

め
て
い
る
。
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
地
元
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
、企
業
や
市
民
か
ら
の
出
資
で
事
業
を
進
め
、

成
果
に
応
じ
て
出
資
者
に
償
還
金
を
支
払
う
手
法
を
導
入
し
た
の
が
特
徴
だ
。

？

特集

未
来
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

※ＢＭＩ…Body Mass Index（体格指数）。
　　　　　身長と体重から算出される肥満度の指数。

「岡山市内の企業やグループ、
個人での健康ポイント事業へ
の参加を募集しています」と
話すＰＳ瀬戸内株式会社社長
の石原達也さん

業務フロー　　　　 資金フロー

「おかやまケンコー大作戦」の仕組み
❶　出資・融資で資金調達を行う。（出資：企業 50万円以上  個人 2万円以上  総額 3,000万円）
❷　出資の募集は、第二種金融商品取引業者であるプラスソーシャルインベストメント株式会社が取り扱う。
❸❹中間支援組織は調達した資金からサービス提供事業者に事業費を配分し、
　　サービス提供者は、その事業費と、事業参加者からの利用料で事業を実施する。
❺　中間支援組織は、事業参加者に、サービス利用状況に応じたポイントを付与する。
❻❼評価機関は、毎年度、ＢＭＩの改善状況等の評価を実施し、評価結果を市に報告する。
❽　市は、中間支援組織に、毎年度末成果に連動した予算執行を行う。
❾　中間支援組織は、最終年度（2022年度）に出資者に成果報酬に応じた元本償還金・配当を支払う。

❼評価結果報告

日本老年学的
評価研究機構

❻評価
評価費用

岡山市
❺ポイント付与

サービス提供

❶融資

返済（毎年）

❶出資

●  個人
●  支援企業等

❸事業費

支援
フィットネス、スーパー、医療機関、
薬局、デパート、新聞社など

*事業運営会議は、事業内容や調達資金　 の配分等の意思決定を行う。

社会的投資推進財団（出資あり）
案件組成・運営支援

事業運営会議 *

出資募集・販売等

プラス
ソーシャル

インベストメント❾元本・配当
　　( 成果達成に応じて )

中国銀行
（出資あり）

出資者

❷出資
    募集管理費用 等

❹サービス利用料
❽業務委託料
　　　　　●  固定費
　　　　　●  成果連動費 

中間支援組織
PS瀬戸内株式会社

評価機関 事業参加者（市民等）

運営者
サービス提供事業者
社会的事業の実施

資料提供：岡山市 ウォーキングイベントへの参加もポイントの対象

事業開始に先立って行われた記者会見

加盟店で開発・販売している健康に配慮したお弁当

度
の
事
業
費
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終

年
度
末
に
払
わ
れ
る
委
託
料
と
成
果
報
酬
金

の
合
計
金
額
に
応
じ
て
出
資
者
へ
元
本
と
配

当
を
分
配
し
ま
す
」
と
石
原
さ
ん
。
目
標
を

達
成
し
な
け
れ
ば
当
然
、
出
資
者
は
元
本
割

れ
の
リ
ス
ク
を
負
う
。
た
だ
し
、
目
的
は
岡

山
市
民
の
健
康
生
活
の
促
進
な
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
運
営
基
盤
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
費
用
や
参

加
者
へ
の
景
品
代
な
ど
は
岡
山
市
が
別
に
予

算
化
し
て
お
り
、
事
業
が
行
き
詰
ま
る
恐
れ

は
な
い
。
参
加
者
は
八
月
現
在
六
千
四
百
人

で
、
初
年
度
末
の
目
標
達
成
に
向
け
て
参
加

者
募
集
に
一
層
力
を
入
れ
る
と
い
う
。

石
原
さ
ん
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性

と
質
を
高
め
る
上
で
、
民
間
や
市
民
の
社
会

的
投
資
を
引
き
出
し
て
成
果
達
成
を
図
る
Ｓ

Ｉ
Ｂ
は
有
効
な
手
法
に
な
る
と
強
調
す
る
。

「
民
間
の
事
業
の
中
に
は
、
公
共
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
よ
っ
て

そ
れ
を
認
め
直
し
、
民
間
に
よ
る
新
た
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
形
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
岡
山
市
の
S
D
Gs
の
目
標
で

あ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
発
揮
す

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、福
祉
や
雇
用
な
ど
、

他
分
野
で
の
活
用
も
図
っ
て
い
き
ま
す
」
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身
近
な
上
質
を
商
品
や
空
間
に
表
現

智ち

頭づ

杉
の
梁
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
吹
き
抜

け
の
明
る
い
空
間
に
、
見
や
す
い
よ
う
に
高
さ

を
抑
え
た
陳
列
ケ
ー
ス
が
並
ぶ
。
食
欲
を
そ
そ

る
作
り
た
て
の
惣
菜
の
テ
ー
ブ
ル
の
奥
に
は
、

と
う
ふ
ち
く
わ
を
製
造
す
る
従
業
員
の
姿
が
見

え
る
。
蒸
気
で
ガ
ラ
ス
が
一
瞬
曇
る
ご
と
に
、

そ
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

店
内
に
掲
げ
ら
れ
た
「
鳥
取
の
誇
り
30
選
」

の
掲
示
板
に
は
、
と
う
ふ
ち
く
わ
、
佐さ

治じ

石
、

因い
ん

州し
ゅ
う

和
紙
、
鳥
取
和
牛
、
ら
っ
き
ょ
う
、
白
ネ

ギ
な
ど
の
鳥
取
の
特
産
品
の
名
が
連
な
る
。
改

め
て
店
内
を
見
直
す
と
、
因
州
和
紙
を
使
っ
た

照
明
、
鳥
取
和
牛
や
カ
レ
ー
の
商
品
な
ど
、
そ

れ
ら
が
全
て
店
内
の
ど
こ
か
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
る
で
食
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
よ
う
な
こ
の
店
舗
は
、
二
〇
一
九
（
平
成

三
十
一
）
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
と

う
ふ
ち
く
わ
の
里　

ち
む
ら
布ほ

袋て
い

店
」で
あ
る
。

「
店
舗
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
身
近
な
上
質
、
鳥

取
の
誇
り
、
進
化
し
続
け
る
老
舗
で
す
。
大
事

な
方
に
こ
こ
の
商
品
を
贈
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
身
近
な
上
質
を
商
品
に
も

空
間
に
も
表
現
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」
と
企

業
家
は
語
っ
て
く
れ
た
。
五
代
目
と
な
る
株
式

会
社
ち
む
ら
の
千
村
直
美
社
長
で
あ
る
。

鳥
取
市
河か

わ

原は
ら

町ち
ょ
う

に
あ
る
こ
の
布
袋
店
は
、

千
村
社
長
の
就
任
後
に
操
業
を
開
始
し
た
工

場
併
設
の
直
売
店
だ
。「
第
二
の
創
業
」
と
語

る
こ
の
店
の
開
店
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ

マ
が
こ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。

量
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

高
付
加
価
値
に
こ
だ
わ
る

ち
む
ら
は
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
鳥

取
市
元も

と

魚う
お

町ま
ち

で
創
業
し
た
。
店
の
前
を
通
る
魚

町
通
り
は
江
戸
時
代
に
鳥
取
随
一
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
場
所
で
、
魚
や
豆
腐
、
ち
く
わ
、
野

菜
を
売
る
店
が
軒
を
連
ね
た
と
い
う
。

鳥
取
県
東
部
の
郷
土
料
理
で
あ
る
と
う
ふ

ち
く
わ
は
、
魚
が
贅
沢
品
だ
っ
た
時
代
、
藩
の

財
政
難
を
背
景
に
鳥
取
藩
主
の
池
田
公
が
「
魚

の
代
わ
り
に
豆
腐
を
食
べ
る
よ
う
に
」
と
奨
励

し
て
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
般
的
に
ち
く

わ
に
は
魚
肉
が
使
わ
れ
る
が
、
と
う
ふ
ち
く
わ

は
木
綿
豆
腐
と
白
身
魚
の
す
り
身
を
七
対
三
の

割
合
で
混
ぜ
て
作
ら
れ
る
。
創
業
当
時
、
と
う

ふ
ち
く
わ
を
作
る
店
は
ち
む
ら
以
外
に
も
魚
町

通
り
に
数
軒
存
在
し
て
い
た
。

鳥
取
で
は
、
ち
く
わ
は
日
常
の
食
卓
に
並
ぶ

身
近
な
食
材
で
あ
り
な
が
ら
、
ハ
レ
の
日
に
も

食
す
特
別
な
食
材
で
も
あ
る
。「
ち
く
わ
に
よ
っ

て
そ
の
場
が
に
ぎ
わ
う
こ
と
で
、
人
々
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
創
業

者
か
ら
二
代
目
、
三
代
目
、
四
代
目
へ
と
大
切

に
引
き
継
が
れ
て
き
た
と
千
村
社
長
は
語
る
。

三
代
目
の
千
村
清せ

い

吉き
ち

氏
は
、
千
村
社
長

の
祖
父
に
あ
た
る
。
早
朝
に
作
っ
た
と
う
ふ

ち
く
わ
を
リ
ヤ
カ
ー
に
の
せ
て
、
元
魚
町
か

ら
三
十
キ
ロ
も
離
れ
た
若わ

か

桜さ

町ち
ょ
う

ま
で
売
り
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
父
に
あ
た
る
四
代
目
の
千
村
巌

氏
は
、
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
店
が
い
る
中
で
、

ち
む
ら
の
新
し
い
販
路
を
開
拓
し
よ
う
と
、

百
貨
店
と
の
取
引
を
始
め
た
。

「
量
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
、
あ
え
て
付
加
価

値
を
つ
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
本
物
を
作
る
と
い
う
会
社
の
姿
勢
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
他

社
で
は
『
作
っ
て
も
作
っ
て
も
注
文
が
来
る
、

な
ん
ぼ
で
も
売
れ
る
』
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
祖
父
や
父
は
た
く
さ

ん
作
っ
て
売
る
の
で
は
な
く
、
価
格
に
見
合
っ

た
価
値
を
認
め
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
勝
負

し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
」。
こ
れ
が
、
ち

む
ら
と
い
う
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事

だ
っ
た
と
千
村
社
長
は
振
り
返
る
。

昭
和
三
十
〜
四
十
年
代
、
一
流
の
売
り
場

で
あ
る
デ
パ
ー
ト
は
人
々
の
憧
れ
の
場
と
な

り
、
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
っ
た
。
ち
む
ら
は
、

鳥
取
大
丸
を
皮
切
り
に
、東
京
の
大
丸
、三
越
、

髙
島
屋
へ
と
取
引
先
を
広
げ
て
い
っ
た
。

「
父
は
常
に
『
本
物
を
作
れ
、
付
加
価
値
の
高

い
も
の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
』
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
価
格
は
多
少
高
く
て
も
、

そ
の
価
値
を
認
め
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
が

現
実
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
一
人
一
人

と
の
関
係
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
企
業
家

群　

像

地
域
に
生
き
る

97

商
品
を
通
じ
、人
と
人
の
絆
を
届
け
る

株
式
会
社
ち
む
ら　

代
表
取
締
役　

千
村 

直
美    

《
鳥
取
市
》

p r o f i l e

千村 直美〈ちむら・なおみ〉

1955年鳥取市生まれ。神戸大学経済
学部卒業後、同業大手他社に就職し、
1980年に株式会社ちむらに入社。1999
年代表取締役就任。従業員数 55 名。

2019年4月にリニューアルオープンした「とうふちくわの里　ちむら布袋店」文：城市 奈那      写真撮影：青木 幸太（鳥取市在住）

布袋店に掲示された「鳥取の誇り30選」
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心
を
燃
え
さ
せ
た

銀
行
の
一
言

千
村
社
長
は
大
学
を
卒
業
後
、
二
年
間
同
業

大
手
他
社
で
働
い
た
の
ち
、
一
九
八
〇
（
昭
和

五
十
五
）
年
に
ち
む
ら
に
入
社
し
た
。

「
父
は
経
営
者
と
い
う
よ
り
も
職
人
に
近
か
っ

た
」
と
千
村
社
長
。
銀
行
と
の
交
渉
は
巌
氏
で

は
な
く
、母
が
担
っ
て
い
た
。
そ
の
母
は
、「
他

に
も
行
く
所
は
あ
る
、
ど
う
し
て
帰
っ
て
く
る

の
か
」
と
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
反
対
し
て
い

た
。
元
魚
町
の
工
場
を
全
面
改
築
し
た
こ
の
こ

ろ
が
、経
営
面
で
は
一
番
苦
し
い
と
き
だ
っ
た
。

夢
と
希
望
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
千
村
社
長
は

「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
」
と

思
っ
た
が
、入
社
し
て
会
社
の
現
実
を
知
っ
た
。

千
村
社
長
は
父
と
母
に
代
わ
っ
て
、
銀
行

と
の
交
渉
を
担
当
し
た
。「
今
思
え
ば
稚
拙
な
」

資
金
繰
り
計
画
を
持
っ
て
銀
行
に
い
っ
た
と

き
、
貸
付
担
当
者
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
ち
む
ら
さ
ん
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
の
社
長
は
、

銀
行
は
な
ん
ぼ
で
も
金
を
貸
し
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
」

自
分
の
慕
っ
て
い
た
父
親
が
、
こ
ん
な
に

低
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
。

「
今
に
見
て
い
ろ
」
と
い
う
思
い
が
湧
き
上
が

り
、
こ
の
経
験
が
千
村
社
長
の
根
っ
こ
に
な
っ

た
。
ま
ず
は
、
無
借
金
経
営
を
す
る
こ
と
、
そ

れ
が
当
面
の
経
営
目
標
に
な
っ
た
。

リ
ス
ク
を
背
負
っ
た

第
二
の
創
業

い
わ
し
つ
み
れ
な
ど
の
新
商
品
の
ヒ
ッ
ト
や
、

販
路
を
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や
土
産
物
店
ま
で
広

げ
た
こ
と
に
よ
り
、
目
標
と
し
て
い
た
無
借
金

経
営
を
六
年
ほ
ど
で
達
成
し
た
。一
九
九
九（
平

成
十
一
）
年
に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
千
村

社
長
は
、
直
売
店
の
規
模
も
小
さ
く
、
創
業
地

の
工
場
も
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
場
を

移
し
、
新
し
い
店
舗
を
開
こ
う
と
考
え
た
。

「
と
う
ふ
ち
く
わ
を
も
っ
と
価
値
の
高
い
も
の

に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
日
常

食
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
地
域
に
は
な
い
珍
し

い
食
材
な
の
で
、
お
土
産
と
し
て
買
わ
れ
る
こ

と
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
安
い
か
ら
、
手
軽

だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
手
に
と
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
い
い
の
か
と
。
味
、
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
を

含
め
て
変
え
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
と
う
ふ
ち
く
わ
の
価
値
を
も
っ
と
高
め
ら
れ

る
は
ず
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

工
場
の
設
備
を
一
新
し
、
情
報
を
発
信
で
き
る

お
店
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
し
た
」

移
設
地
に
決
ま
っ
た
の
が
、
現
在
布
袋
店
が

立
つ
鳥
取
市
河
原
町
だ
っ
た
。
兵
庫
・
岡
山
方

面
に
抜
け
る
鳥
取
自
動
車
道
が
近
く
開
通
す
る

と
い
う
情
報
が
立
地
の
決
め
手
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
あ
れ
ば
、
社
員
の
働
く
環
境
も
良
く
な
る

は
ず
だ
と
自
信
が
持
て
た
。

「
銀
行
に
事
業
計
画
書
を
持
っ
て
い
っ
た
と
き

に
は
、『
こ
ん
な
田
ん
ぼ
の
中
に
お
店
を
出
し

た
っ
て
、
誰
が
来
る
ん
で
す
か
。
一
日
五
人
ぐ

ら
い
し
か
来
ま
せ
ん
よ
』
と
言
わ
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
で
も
う
ま
く
い
く
は
ず
だ
と
い

う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
」

最
新
設
備
を
導
入
し
、
二
〇
〇
二
（
平
成

十
四
）
年
四
月
に
布
袋
店
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
。
新
し
く
従
業
員
を
採
用
し
、
商
品
も

一
新
。
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
の「
第
二
の
創
業
」

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
鳥
取
砂
丘
に
向
か
う
人

が
途
中
で
立
ち
寄
る
な
ど
、
想
定
を
超
え
る
来

客
が
あ
っ
た
。

会
社
に
訪
れ
た
最
大
の
危
機

四
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
カ
月
が
経
っ
た

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
一

本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
と
う
ふ
ち
く
わ
が
腐
っ
て
い
る
よ
う
だ
」

受
話
器
を
置
く
と
、
ま
た
別
の
店
か
ら
も

同
じ
内
容
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
明
く
る

日
も
、
そ
の
翌
日
も
電
話
が
鳴
り
止
ま
な
い
。

電
話
の
音
が
鳴
る
た
び
に
、
び
く
び
く
し
た
。

そ
の
日
の
朝
に
作
っ
た
と
う
ふ
ち
く
わ
を

冷
蔵
庫
に
い
れ
て
も
、
夕
方
に
糸
を
引
き
ぬ
る

ぬ
る
と
し
た
状
態
に
な
っ
た
の
を
見
た
と
き
、

千
村
社
長
は
真
っ
青
に
な
っ
た
。
原
因
が
判
明

し
な
い
ま
ま
十
日
が
過
ぎ
た
。
あ
る
ス
ー
パ
ー

か
ら
は
、「
お
た
く
の
商
品
が
お
客
さ
ま
か
ら

一
番
人
気
が
あ
っ
て
、
売
れ
て
い
る
。
で
も
こ

れ
以
上
ク
レ
ー
ム
が
続
い
た
ら
、
取
引
で
き
な

い
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

最
新
設
備
を
導
入
し
、
衛
生
環
境
も
整
え
て

い
る
の
に
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。

看
板
商
品
の
と
う
ふ
ち
く
わ
が
製
造
で
き
な
い

よ
う
な
状
態
で
は
会
社
は
ど
う
な
る
の
か
。
保

存
料
、
着
色
料
、
香
料
が
無
添
加
な
の
が
ち
む

ら
の
商
品
の
特
徴
だ
っ
た
が
、「
背
に
腹
は
代

え
ら
れ
な
い
、
保
存
料
を
入
れ
る
か
…
…
」
と

の
考
え
が
脳
裏
を
か
す
め
た
。

そ
ん
な
悪
魔
の
囁
き
を
跳
ね
返
す
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
経
営
理
念
に
向
き
合
っ
た
か

ら
だ
。「
私
た
ち
は
、
安
全
で
健
康
に
良
い
美

味
し
い
ち
く
わ
・
か
ま
ぼ
こ
作
り
を
通
し
て
、

お
客
さ
ま
の
安
心
と
幸
福
を
創
造
し
ま
す
」。

自
ら
明
文
化
し
た
こ
の
理
念
に
よ
っ
て
、
自
分

た
ち
は
守
ら
れ
た
と
千
村
社
長
は
振
り
返
る
。

結
局
、
原
因
を
突
き
止
め
、
最
終
的
に
解
決

す
る
ま
で
に
一
年
を
要
し
た
。
毎
日
現
場
を
見

て
も
原
因
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
る
大
手

ス
ー
パ
ー
の
商
品
検
査
で
特
定
の
菌
の
数
値
が

悪
い
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
原
因
を
辿
っ
て
い

く
と
、
洗
浄
、
殺
菌
、
消
毒
に
関
わ
る
製
造
工

程
の
一
部
に
不
備
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
経
験
を
経
て
、
食
品
安
全
管
理
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ
る

ISO
22000

の
取
得
に
取
り
組
み
、
二
〇
一
〇

（
平
成
二
十
二
）
年
に
取
得
し
た
。
さ
ら
に
、

フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
（
食
品
防
御
）
や
ア
レ

ル
ゲ
ン
管
理
方
法
を
加
え
たFSSC22000

を

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
に
取
得
し
た
。

ISO
22000

を
取
得
し
た
年
の
前
年
、
ち
む

ら
の
売
上
高
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
油
断
を
せ
ず
に
、
足
元
を
し
っ
か
り
と

固
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
食
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
員
が
誇

り
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境

を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
」

責
任
感
、
使
命
感
、
誇
り
を

社
員
に
持
っ
て
も
ら
う
に
は

二
〇
〇
二
年
に
会
社
最
大
の
危
機
が
起
き

た
も
の
の
、
過
去
最
高
の
売
上
高
を
出
す
ま
で

に
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
せ
た
の
は
な
ぜ

か
。
そ
れ
は
、
紛
れ
も
な
く
社
員
の
力
だ
と
千

村
社
長
は
胸
を
張
る
。

布
袋
店
開
店
以
降
、
ち
む
ら
で
は
社
員
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
食
品
製
造
は
社
員
一
人

一
人
の
責
任
感
、
使
命
感
、
誇
り
が
生
命
線
と

な
る
。
そ
れ
ら
を
社
員
に
持
っ
て
も
ら
う
に
は

ど
う
す
る
か
。
社
長
が
言
葉
で
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
お
客
さ
ま
の
声
を
社
員
に
届
け
る
こ
と

が
一
番
で
は
な
い
か
と
千
村
社
長
は
考
え
た
。

「
と
う
ふ
ち
く
わ
を
遠
方
の
親
戚
に
贈
っ
た
ら
、

『
懐
か
し
い
味
』
と
喜
ば
れ
た
」

「
入
院
中
に
と
う
ふ
ち
く
わ
な
ら
食
べ
て
も
良
い

と
許
可
が
出
て
、
父
に
あ
げ
た
ら
泣
い
て
い
た
」

そ
ん
な
お
客
さ
ま
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

映
像
に
ま
と
め
、
社
員
に
見
せ
て
い
る
。
と
う

ふ
ち
く
わ
を
通
し
て
、
贈
り
手
と
受
け
手
の
人

生
を
つ
な
ぐ
。
そ
れ
こ
そ
が
ち
む
ら
の
仕
事
だ

と
捉
え
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
何
を
売
っ
て
い
る
の
か
。
と
う
ふ

ち
く
わ
と
い
う
『
物
』
じ
ゃ
な
い
。
人
と
人
を

つ
な
ぐ
深
い
絆
を
届
け
て
い
る
ん
だ
と
。
そ

う
い
う
気
持
ち
で
仕
事
を
し
よ
う
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
経

営
雑
誌
を
毎
月
社
員
全
員
に
提
供
し
、
そ
の
感

想
文
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
十
代
か
ら

七
十
代
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
が
、
記
事
を

読
ん
で
ど
う
思
い
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
仕
事

や
人
生
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
か
を
、
自
分
の
言

葉
で
紡
い
で
い
る
。
千
村
社
長
は
そ
の
全
て
の

感
想
文
に
目
を
通
し
、
自
ら
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
ん
で
渡
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
も
う

十
六
年
以
上
続
け
て
き
た
。

今
、
ち
む
ら
の
名
刺
に
は
「
食
文
化
を
繋
ぐ

２
０
０
年
企
業
」
と
い
う
一
文
が
書
か
れ
て
い

る
。
二
年
後
の
春
に
社
長
を
引
き
継
ぐ
予
定

の
、
千
村
社
長
の
長
男
が
考
え
た
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
だ
。
六
年
前
に
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
と
き

に
、
未
来
へ
と
続
く
時
間
の
流
れ
が
自
分
の
中

で
明
確
に
な
っ
て
き
た
と
千
村
社
長
は
話
す
。

「
永
続
す
る
会
社
で
な
け
れ
ば
、
社
員
の
幸
福

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ち
む
ら
の
商

品
を
求
め
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
の
た
め
に

も
、
永
続
が
必
要
な
の
で
す
。
私
ど
も
の
商
品

を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
や
社
員
が
少
し
で
も
幸

せ
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◆株式会社ちむら：0858（76）3333   URL http://www.toufuchikuwa.com

木綿豆腐と白身魚のすり身を7：3の割合で混ぜて作るとうふちくわ。布袋店のリニュー
アルに伴い、パッケージデザインも刷新した

7年前から従業員みんなで新商品を開発
している。「気軽に開発、毎週一品、二
人一品」を目標に掲げ、実際に商品にし
て店舗で1週間販売する

創業の地にある元魚町本店も2018年4月にリニューアルオープンした

魚肉やとうふに野菜や椎茸などを練り込んだヘル
シーなとうふステーキ

リニューアルオープンを記念し、書家の紫舟
氏から贈られた絵。新しいパッケージの「豆腐
竹輪」のロゴも紫舟氏によるものだ
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キラリ、
輝く元気企業

70

「
自
然
に
学
ぶ
味
噌
づ
く
り
」を
理
念
に
、

人
々
の
健
康
に
貢
献
し
、食
文
化
を
守
る
有
限
会
社
ま
る
み
麹こ

う
じ

本
店  

《
岡
山
県
総
社
市
》

と
い
う
畏
敬
の
念
を
抱
き
な
が
ら
日
々
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
が
扱
う
麴
や
味
噌
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
人
間
は
自
然
を
意
の

ま
ま
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
が
、
自

然
を
敬
い
正
し
く
向
き
合
え
ば
、
そ
の
恵
み

を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
当
社
の
経
営
理
念
『
自
然
に

学
ぶ
味
噌
づ
く
り
』
の
下
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
食
文
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

農
薬
や
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り
麴
の
原
料
と
な
る
米
が
劣
化
す
る
中
、
素
材

本
来
の
力
を
引
き
出
す
製
法
と
出
合
い
、
味
噌
や
甘
酒
に
活
用
。
自
然
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
良
質
な
麴
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
。

 

農
薬
や
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り

 

麴
の
原
料
と
な
る
米
が
変
化

ま
る
み
麹
本
店
は
一
九
五
〇
（
昭
和

二
十
五
）
年
、
岡
山
県
総
社
市
北
部
の
美み

袋な
ぎ

で
、
農
家
か
ら
預
か
っ
た
米
を
麴
に
す
る
委

託
加
工
を
商
い
と
し
て
創
業
し
た
。
実
は
創

業
者
の
山
辺
光
男
氏
（
現
・
会
長
）
は
当
初
、

全
く
異
な
る
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
。
戦
後
、
食
生
活
の
欧
米
化
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
商
社
に
勤
め
る
親
戚
か
ら
、
従

来
の
醬
油
の
代
用
品
と
し
て
ア
ミ
ノ
酸
醬
油

の
製
造
を
薦
め
ら
れ
、
ア
ミ
ノ
酸
の
製
造
方

法
を
研
究
し
た
。
大
豆
の
た
ん
ぱ
く
質
を
塩

酸
で
加
水
分
解
し
て
で
き
る
ア
ミ
ノ
酸
を

使
っ
た
醬
油
を
開
発
し
、
地
元
で
売
り
始
め

た
が
、
旨
味
は
あ
る
も
の
の
匂
い
が
悪
い
ア

ミ
ノ
酸
醬
油
は
評
判
が
悪
く
、
製
造
を
取
り

や
め
た
。「
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
も
、

日
本
古
来
の
酒
、
味
噌
、
醬
油
な
ど
の
味
は

一
朝
一
夕
に
は
変
わ
ら
な
い
」
と
実
感
し
、

微
生
物
の
力
に
よ
っ
て
発
酵
す
る
本
来
の
醸

造
を
学
び
直
そ
う
と
決
意
し
た
。

醬
油
、
味
噌
、
酒
、
酢
な
ど
、
発
酵
作
用

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
食
品
は
す
べ
て
、
米
・

麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
物
に
麴
菌
を
生
育
し
て

作
る
「
麴
」
を
必
要
と
す
る
。
味
噌
の
場
合
、

米
味
噌
は
大
豆
に
米
麴
を
加
え
、
麦
味
噌
は

大
豆
に
麦
麴
を
加
え
て
作
る
。
麴
を
作
る
麴

屋
は
当
時
美
袋
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
米
を

蒸
す
設
備
と
麴
を
作
る
小
さ
な
麴こ

う
じ

室む
ろ

を
自

前
で
揃
え
、
米
麴
を
作
る
麴
屋
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

そ
の
頃
、
北
は
高た

か

梁は
し

、
南
は
倉
敷
ま
で

の
農
家
か
ら
米
を
預
か
っ
て
麴
に
し
て
い
た

が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
活
況
を
呈
す
る
と
、
平
日
は
そ
こ
で
働

き
、
日
曜
日
だ
け
農
業
を
す
る
兼
業
農
家
が

急
増
し
た
。手
入
れ
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、

化
学
肥
料
や
除
草
剤
を
使
っ
て
米
作
り
を
す

る
農
家
が
増
え
、
麴
用
に
預
か
る
米
の
質
が

だ
ん
だ
ん
と
劣
化
し
て
い
っ
た
。

麴
は
、
蒸
し
た
米
の
表
面
に
麴
菌
を
つ
け

る
種
付
け
を
経
て
、
菌
糸
が
根
を
生
や
し
て

繁
殖
す
る
こ
と
で
出
来
上
が
る
。
麴
が
で
き

る
ま
で
に
二
昼
夜
を
要
す
る
が
、
劣
化
し
た

米
は
保
水
性
が
悪
い
た
め
、
こ
の
二
昼
夜
の

間
に
乾
燥
し
て
し
ま
う
。乾
燥
し
た
米
で
は
、

麴
菌
は
十
分
に
繁
殖
で
き
な
い
た
め
、
麴
づ

く
り
の
途
中
で
加
水
が
必
要
に
な
っ
て
い
っ

た
。
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
手
間
が
か
か
る

作
業
に
尽
力
す
る
中
で
光
男
氏
の
疲
労
は

ピ
ー
ク
に
達
し
、
体
調
を
崩
し
た
。

「
麴
は
歴
史
が
古
く
、
百
年
、
二
百
年
の
歴

史
を
持
つ
企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

れ
わ
れ
は
い
わ
ば
後
発
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
の

で
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
焦

り
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
現
在

社
長
を
務
め
る
山
辺
啓
三
氏
は
振
り
返
る
。

光
男
氏
は
療
養
中
に
体
に
取
り
入
れ
る
食
べ

物
の
重
要
性
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
考
え
を
麴

づ
く
り
に
も
生
か
そ
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

 

電
子
イ
オ
ン
水
と
備
長
炭
に
よ
る

 

味
噌
づ
く
り

農
薬
や
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り
土
壌
が

劣
化
す
る
中
、「
自
分
の
作
物
が
昔
と
ど
う

も
違
う
」「
ど
う
し
て
病
気
に
な
り
や
す
い

の
か
」
な
ど
と
疑
問
を
感
じ
始
め
た
農
家
の

間
で
は
、
自
然
農
法
な
ど
を
勉
強
す
る
人
が

増
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
か
ら
話
を

聞
く
中
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
電
子
イ
オ

ン
水
を
活
用
し
た
食
品
加
工
方
法
だ
っ
た
。

光
男
氏
は
試
し
に
、
蒸
す
前
の
米
を
水
に

一
晩
つ
け
る
「
浸し

ん

漬せ
き

」
の
工
程
で
、
電
子
を

供
給
す
る
装
置
を
用
い
て
作
っ
た
電
子
イ
オ

ン
水
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
蒸
米
が
ふ
わ
っ

と
柔
ら
か
く
膨
ら
ん
だ
。

「
化
学
肥
料
等
に
よ
り
酸
化
し
た
土
や
残
留

農
薬
の
影
響
を
受
け
た
米
は
、
電
子
イ
オ
ン

水
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
が
弱
ま
り
、
本
来
の

米
の
姿
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
人
間
で
例

え
る
な
ら
、
毒
素
を
体
の
外
に
排
出
す
る
デ

ト
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
効
果
で
す
。
当
社
で
は

浸
漬
で
水
を
三
回
入
れ
替
え
る
た
め
、
よ
り

効
果
が
み
ら
れ
た
よ
う
で
す
」
と
山
辺
社
長

は
説
明
す
る
。

そ
れ
以
来
、
同
社
で
は
こ
の
方
法
を
米
、

麦
、
大
豆
な
ど
の
原
材
料
に
も
用
い
、
さ
ら

に
蔵
の
床
下
に
炭
を
敷
き
詰
め
て
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
の
多
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
、

大
豆
の
発
芽
率
が
上
が
り
、
菌
の
生
育
に
も

良
い
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

味
噌
の
味
も
ま
ろ
や
か
で
「
お
い
し
く

な
っ
た
」
と
地
元
の
消
費
者
か
ら
好
評
を

得
た
。
近
年
は
、
自
然
農
法
に
関
心
の
あ
る

消
費
者
の
間
で
も
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
全
国

か
ら
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

 

米
麴
を
使
っ
た
甘
酒
の

 

健
康
効
果
を
研
究

現
在
、
山
辺
社
長
が
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
腸
内
細
菌
の
研
究
だ
。
同
社
の
主
力
商

品
の
一
つ
で
あ
る
米
麴
か
ら
作
ら
れ
る
甘
酒

を
飲
む
こ
と
で
、
腸
内
環
境
が
ど
う
変
わ
る

か
を
地
元
の
大
学
教
授
と
研
究
し
て
い
る
。

人
の
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
有
用
菌
類
を

増
殖
さ
せ
る
た
め
に
働
く
食
品
成
分
は
プ
レ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、

有
用
菌
を
直
接
体
内
に
取
り
込
む
プ
ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
と
は
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
の
方

法
に
し
ろ
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
に
は
、
乳

酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
な
ど
の
有
用
菌
を
増

や
す
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
て
い
る
。

「
当
社
の
甘
酒
は
加
熱
殺
菌
し
て
い
る
た
め
、

菌
自
体
は
死
ん
で
い
ま
す
が
、
テ
ス
ト
結
果

か
ら
、
甘
酒
を
飲
む
と
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
増

え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
プ
レ
バ

イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
し
て
の
効
果
で
す
。
寝
た

き
り
の
人
は
腸
内
環
境
が
悪
く
な
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
元
気
に
な
る
た
め
に
甘
酒
が
生

か
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

現
在
は
、
介
護
施
設
の
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
か
ら
も
声
が
か
か
り
、
テ
ス
ト
を
進
め

て
い
る
と
い
う
。

 

自
然
を
敬
い

 

正
し
く
向
き
合
う

同
社
の
あ
る
美
袋
駅
周
辺
は
、
平
成
三
十

年
七
月
豪
雨
で
道
路
が
冠
水
し
、
本
社
と
工

場
も
一
m
の
高
さ
ま
で
浸
水
し
た
。
幸
い
、

早
め
に
水
が
引
き
、
電
気
の
復
旧
も
早
か
っ

た
た
め
、
比
較
的
早
期
に
営
業
再
開
で
き
た

が
、
こ
の
体
験
で
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認

識
し
た
と
山
辺
社
長
は
話
す
。

「
自
然
は
人
の
力
が
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る

◆有限会社まるみ麹本店：0866（99）1028   URL https://marumikouji.jp

山辺啓三社長

まるみ麹本店外観 創業時から作り続けている「米こう
じ」。最近は自宅で味噌を作る人が
増え、全国から注文が寄せられる

特注で作った吉野杉の木桶

電子イオン水を製造する装置。床下には備長炭
を敷き詰め、碍子（がいし）で絶縁。清流高梁
川の伏流水を原料とする電子イオン水により、
まろやかな味わいの食品が生み出される

定番商品の糀（こうじ）みそ『美袋乃唄』

米麴で作った「麹屋のあまざけストレート」。必須アミノ酸やビタミン
など天然の栄養素が多く含まれている
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誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

音
楽
教
室
が
原
点

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
三
原
駅
か
ら
徒
歩
三
分
、

ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
の
大
き
な
看
板
が
目
を
引
く

ワ
タ
ナ
ベ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ
三
原
駅
前
セ

ン
タ
ー
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
完
備
し

た
音
楽
教
室
兼
店
舗
だ
。
こ
こ
を
拠
点
に
プ

ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
代
表
取
締
役
社
長
の
二

役
を
こ
な
し
て
い
る
の
が
渡
邊
朋
子
さ
ん
。

実
家
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く
楽
器
店
で
、
現

在
、
三
原
市
を
中
心
に
広
島
、
岡
山
両
県
内

で
二
十
五
軒
の
音
楽
教
室
・
英
語
教
室
を
運

営
し
て
い
る
。
調
律
師
の
父
と
三
原
市
で
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
尽
力
す
る
母
の
間
に
生

ま
れ
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
ら
し
い
華
や
か
さ
を
ま

と
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
渡
邊
さ
ん
は
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

目
指
そ
う
と
は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
」

と
語
る
。

「
私
の
原
点
は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

音
楽
教
室
。
私
に
と
っ
て
ピ
ア
ノ
は
空
気
の

よ
う
に
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
し
た
」

ピ
ア
ノ
は
楽
し
む
も
の

四
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、一
九
八
六（
昭

和
六
十
一
）
年
に
は
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
ピ
ア
ノ
と

と
も
に
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。

ピ
ア
ノ
が
大
好
き
─
─
そ
の
思
い
だ
け

で
ピ
ア
ノ
と
向
き
合
っ
て
い
た
渡
邊
さ
ん
が

違
和
感
を
覚
え
た
の
が
、
米
国
留
学
時
だ
。

他
人
と
競
い
合
う
厳
し
い
世
界
で
、
い
つ

し
か
ピ
ア
ノ
は
優
劣
を
競
う
た
め
の
道
具
に

な
っ
て
い
っ
た
。「
ピ
ア
ノ
っ
て
、
楽
し
い

も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」。
帰
国
し
て
日

本
大
学
芸
術
学
部
に
入
学
す
る
と
、
そ
の
思

い
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

そ
こ
で
渡
邊
さ
ん
は
、
ソ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
な
が
ら
、
ピ
ア

ノ
の
楽
し
さ
を
再
発
見
す
る
よ
う
な
新
し

い
活
動
を
始
め
る
。
電
子
オ
ル
ガ
ン
と
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
デ
ュ
オ
シ
ュ
リ
ン
ク
ス
」

を
結
成
し
、
各
地
で
公
演
し
た
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ナ
レ
ー
タ
ー
の
常と

き

田た

富ふ

士じ

男お

氏
や
森
本
レ
オ
氏
の
朗
読
と
と
も
に

ピ
ア
ノ
を
奏
で
る
音
楽
物
語
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
に
も
精
力
的
に
参
加
し
て
き
た
。

会
社
を
継
ぎ
、

故
郷
に
恩
返
し
す
る
た
め
帰
郷

東
京
を
拠
点
に
、
大
好
き
な
ピ
ア
ノ
や
音

楽
仲
間
と
過
ご
す
日
々
は
本
当
に
楽
し
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
自
分
の
夢
を
追
い
か
け
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
人
っ

子
で
あ
る
渡
邊
さ
ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら
の

ワ
タ
ナ
ベ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ
を
継
ぐ
た
め

に
、
三
十
代
半
ば
で
帰
郷
を
決
心
。
そ
の
決

心
の
中
に
は
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷

に
恩
返
し
す
る
な
ら
、
今
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

「
帰
っ
て
き
た
時
は
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
と
い
う
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
帰
っ

て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
三
原
室
内

管
弦
楽
団
と
協
演
し
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震

災
後
の
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
は

み
は
ら
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ガ

ラ
公
演
に
出
演
す
る
な
ど
、
地
元
で
の
活
動

を
徐
々
に
広
げ
て
い
っ
た
。

通
い
や
す
さ
、楽
し
さ
を
重
視
し
た

「I Love Piano

」

故
郷
で
演
奏
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
ワ
タ

ナ
ベ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ
の
経
営
に
参
画
し

始
め
る
と
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ア

イ
デ
ア
が
次
々
と
湧
い
て
き
た
。

そ
の
中
で
生
ま
れ
た
の
が
、
二
〇
一
五

（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
始
め
た
音
楽
教
室

「I Love Piano

」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ワ
タ
ナ
ベ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ

で
展
開
し
て
き
た
「
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
」
は
、

所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
っ
て
、
生
徒
を

指
導
す
る
。
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
は
今
で
も
事

業
の
一
つ
だ
が
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
、

子
ど
も
の
お
稽
古
ご
と
の
た
め
に
毎
週
教
室

ま
で
送
り
迎
え
が
で
き
る
家
庭
が
減
っ
て
い

る
実
情
に
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
便
利
で
手
軽

に
通
え
る
音
楽
教
室
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

た
。
さ
ら
に
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
ピ
ア
ノ

を
弾
き
た
い
と
思
い
始
め
た
人
、
ピ
ア
ノ
教

室
は
敷
居
が
高
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
音
楽
教
室
に
し
よ
う

と
検
討
を
重
ね
た
。

「I Love Piano

」
で
は
子
ど
も
コ
ー
ス
と

大
人
コ
ー
ス
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
レ
ッ

ス
ン
は
一
回
三
十
分
。
大
人
の
個
人
レ
ッ
ス

ン
は
、
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
参
加
で
き
、

ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
る
。
昔
ピ

ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
が
途
中
で
挫
折
し
て
し

ま
っ
た
経
験
者
に
も
好
評
を
得
て
い
る
。

教
室
の
立
地
に
も
こ
だ
わ
り
、
買
い
物
の

合
間
に
も
通
え
る
よ
う
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
の
中
に
教
室
を
設
け

た
。
わ
ず
か
五
坪
の
教
室
は
、
一
台
の
ピ
ア

ノ
と
一
人
の
先
生
が
い
る
だ
け
の
空
間
。
初

心
者
で
も
萎
縮
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と

の
配
慮
か
ら
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン
の

ス
タ
イ
ル
に
し
た
。
一
見
、
カ
フ
ェ
の
よ
う

93

誰
で
も
、い
つ
か
ら
で
も
、音
楽
を
楽
し
め
る
環
境
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
渡
邊 

朋
子
さ
ん

《
広
島
県
三
原
市
》

p r o f i l e

渡邊 朋子〈わたなべ・ともこ〉

株式会社ワタナベミュージックラボ代表取締役社長
広島県出身。4歳よりピアニスト宮沢明子に師事し、1986年、『ベーゼンドルファーインペリアル
国際ピアノコンクール（ヤングピアニスト部門）』にて最年少で優秀賞を受賞。翌年に米国へ留学。
1989年に帰国後、日本大学芸術学部に入学。これまで CDアルバム『ピアノワークス』、『ブルグミュ
ラー 25の練習曲』、『ピアノワークス2』を発表したほか、ソロリサイタルを行う。幅広い演奏活動
を続けながら楽器店・音楽教室の代表として音楽のすそ野を広げる活動に取り組んでいる。

文：藤沢 享乃（広島市在住）    写真撮影：芥川 博之（広島県府中町在住）

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
幅
広
く
演
奏
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
通
え
る
三
十
分
個
人
レ
ッ
ス
ン
の
ピ
ア
ノ
教
室
「I Love Piano

」
を
運
営
。
こ
れ

ま
で
ピ
ア
ノ
に
親
し
ん
で
こ
な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
す
そ
野
を
広
げ
る
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
教
室
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

音楽物語のコンサートで演奏する渡邊さん　
写真提供：株式会社ワタナベミュージックラボ
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な
外
観
の
た
め
、気
軽
に
扉
を
開
け
ら
れ
る
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
り
、
教
師
な
ど

の
資
格
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

音
楽
教
室
の
養
成
コ
ー
ス
に
通
え
ば
い
い
。

で
も
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
た
い
け
ど
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

通
え
る
教
室
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
う
迷
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

ぜ
ひ
『I Love Piano

』
を
訪
ね
て
み
て

ほ
し
い
で
す
」

上
手
に
弾
け
な
く
て
も
、
練
習
が
あ
ま
り

で
き
な
く
て
も
大
丈
夫
。
ピ
ア
ノ
を
愛
す
る

心
さ
え
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
─
─
ピ
ア
ノ
教
室
の
入

門
編
の
よ
う
な
教
室
だ
。

「I Love Piano

」
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

既
存
の
音
楽
教
室
の
経
営
者
か
ら
の
反
発
が

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
。
少
子
化
で
生

徒
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
新
し
い
タ
イ
プ
の

教
室
が
で
き
た
ら
、生
徒
の
奪
い
合
い
に
な
っ

て
し
ま
う
と
危
惧
し
て
の
こ
と
だ
。
渡
邊
さ

ん
は
、
そ
う
し
た
経
営
者
の
も
と
に
自
ら
出

向
き
、
従
来
の
音
楽
教
室
と
は
目
的
が
違
う

こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し

て
、
理
解
を
求
め
た
。

開
校
後
、
集
ま
っ
た

生
徒
は
、
母
親
が
買
い

物
を
し
て
い
る
間
に

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
幼

児
や
、
仕
事
帰
り
に
立

ち
寄
る
会
社
員
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
男
性
も
意

外
に
多
い
と
い
う
。

ま
た
、
音
楽
大
学
出
身
で
子
育
て
中
の
女

性
が
、
特
技
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
働
け
そ
う
だ
と
、
ピ
ア

ノ
の
先
生
に
応
募
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ

の
よ
う
に
、
生
徒
だ
け
で
な
く
、
先
生
と
な

る
人
の
音
楽
生
活
に
も
彩
り
を
添
え
て
い
る
。

「I Love Piano

」
は
、
二
〇
一
八
年
第

二
回
中
国
地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
（
S
O
E
R
U
）
で
優
秀
賞
（
中
国

経
済
連
合
会
会
長
賞
）
を
受
賞
し
た
。
生
活

の
中
心
的
場
所
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
に
教
室
を
設
置
し
、
幅
広
い
年
齢
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
音
楽
の
一
般
化
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

現
在
、
十
教
室
あ
り
、
目
標
は
一
〇
〇
教

室
。「I Love Piano

」
は
立
地
が
重
要
な

た
め
、
好
条
件
の
物
件
を
探
す
の
が
難
し
そ

う
だ
が
、
最
近
で
は
他
店
と
の
違
い
を
出
そ

う
と
ス
ー
パ
ー
の
事
業
者
か
ら
「
う
ち
の
店

舗
に
教
室
を
開
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
声
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
場
所
を
超
え
、

幸
せ
を
提
案
す
る
場
に

「I Love Piano

」
で
渡
邊
さ
ん
が
目
指
し

て
い
る
の
は
、
来
る
だ
け
で
幸
せ
に
な
れ
る

ピ
ア
ノ
教
室
だ
。

「
楽
し
い
も
の
、
美
し
い
も
の
な
ど
は
人
を

幸
せ
に
す
る
た
め
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
」

社
内
で
も
、「
楽
し
い
・
う
れ
し
い
・
だ

い
す
き
・
あ
り
が
と
う
・
幸
せ
」
を
合
言
葉

に
、
明
る
く
ハ
ッ
ピ
ー
な
社
風
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
。

今
後
は
、
ピ
ア
ノ
教
室
の
枠
を
超
え
、
幅

広
い
視
点
か
ら
人
々
を
幸
せ
に
す
る
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

「
今
、
世
の
中
は
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
従
来
の

枠
組
み
が
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
ピ
ア
ノ
教
室

で
あ
り
な
が
ら
も
、
単
な
る『
ピ
ア
ノ
を
弾

く
場
所
』
を
超
え
て
、
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
幸
せ

を
提
案
す
る
場
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」藤沢 享乃〈ふじさわ・ゆきの〉

鹿児島県生まれ。ライター、よ
つば編集広告事務所代表。大学
を卒業後、出版社を経て広島県
でフリーライターに。現在は、
ライター仲間と設立したよつば
編集広告事務所を拠点に、地域
に根差した記事を執筆している。

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

《
山
口
県
萩
市
》

20

◆ I Love Piano：0120（14）3399   URL https://ilovepiano.info

　

中
国
山
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
萩
市
北

東
部
の
む
つ
み
地
区
に
あ
る
八
千
代
酒
造
。
良

質
の
水
と
米
に
恵
ま
れ
た
地
の
利
を
生
か
し
、

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
創
業
し
た
。

　
米
作
り
か
ら
始
ま
る
「
農
醸
一
貫
」
の
酒
造

り
を
大
切
に
し
、
地
元
産
の
酒
米
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
。
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
か
ら
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
大た

い

将し
ょ
う

山ざ
ん

の
伏
流
水
を

利
用
し
、
自
社
田
で
山
田
錦
の
減
農
薬
栽
培

に
挑
戦
。
水
や
肥
料
の
管
理
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
も
、
三
年
か
か
っ
て
栽
培
に
成
功
し
、

面
積
も
約
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
広

が
っ
た
。
近
年
、
萩
市
と
阿
武
町
で
は
山
田

錦
の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
が
増
え
、
現
在
、

八
千
代
酒
造
で
使
用
す
る
酒
米
の
九
十
％
以

上
が
地
元
産
で
あ
る
。

「
次
世
代
に
日
本
酒
の
文
化
を
残
す
た
め
に

は
、
こ
の
地
域
の
土
壌
、
気
候
、
地
形
で
生

ま
れ
た
お
米
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
し
か

醸か
も

せ
な
い
酒
を
造
る
こ
と
が
大
切
」
と
五
代

目
蔵
元
の
蒲か

ば

久
美
子
さ
ん
は
語
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、
自
社
栽
培
の
山

田
錦
を
用
い
た「
八
千
代　

純
米
大
吟
醸
50
」。

こ
だ
わ
り
の
米
、
麴
、
水
を
低
温
で
じ
っ
く

り
と
発
酵
さ
せ
た
も
ろ
み
を
、
槽ふ

ね

と
呼
ば
れ

る
木
枠
で
丸
二
日
か
け
て
搾
る
た
め
、
一
口

八千代酒造合名会社
創業　1887（明治20）年
山口県萩市吉部下3306
TEL 08388-6-0221
https://www.yachiyo-shuzo.com
年間生産量　100石（18㎘/1万升） 八千代酒造の名酒。一番右がROOM

飲
む
と
口
の
中
に
上
品
な
香
り
が
広
が
り
、

米
の
う
ま
味
が
し
っ
か
り
と
感
じ
取
れ
る
。

飲
み
口
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る
た
め
、
食

中
酒
に
も
適
す
。
四
十
三
～
四
十
五
℃
の
ぬ

る
燗
で
楽
し
む
の
が
お
す
す
め
だ
。

　

こ
の
名
酒
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
の
が
萩

市
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
む
つ
み
豚
」
の
角
煮
で

あ
る
。
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
で
、
乾
燥
し

た
パ
ン
粉
を
主
と
し
た
飼
料
を
食
べ
て
育
つ

む
つ
み
豚
は
、
柔
ら
か
い
肉
質
と
、
甘
み
の

あ
る
脂
に
よ
る
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
が
特

長
の
豚
肉
だ
。
甘
口
醬
油
、
砂
糖
、
酒
で
煮

込
ん
だ
豚
肉
と
酒
が
調
和
し
、
酸
が
ま
ろ
や

か
な
う
ま
味
に
変
わ
る
。
他
に
も
猪
の
焼
肉

や
ベ
ー
コ
ン
な
ど
と
も
相
性
が
良
い
。

　

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
新
し
い
取
り
組

み
に
も
意
欲
的
な
同
社
で
は
、
今
春
、
萩
市
在

住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協
働
し
、働
く
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
酒
「
R
O
O
M
」
を
発
売
し
た
。

「
ラ
ベ
ル
は
日
本
酒
ら
し
い
重
厚
さ
よ
り
も
、

女
性
受
け
す
る
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
を
重

視
し
ま
し
た
。
目
指
し
た
の
は
、
飲
ん
だ
人

が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
お
酒
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
で
醸
す
酒
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
日
本
酒
の
魅
力
を
幅
広
い
層
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

む
つ
み
豚
の
角
煮

八
千
代   

純
米
大
吟
醸
5 0

写真撮影：槇垰 守貢（山口県萩市在住）　

スーパーマーケットの中に併設された音楽教室
「I Love Piano」

コンサートホールを完備した音楽教室兼店舗のワタ
ナベミュージックラボ三原駅前センター

土木業の仕事を定年退職後、ずっと憧れていたピ
アノを習いたいと、I Love Pianoに通い始めた60
代の男性。賛美歌「アメイジング・グレイス」を練
習している　
写真提供：株式会社ワタナベミュージックラボ

孫2人と祖母が一緒に通うケースも。ピアノを囲んでにぎや
かな場が生まれている　
写真提供：株式会社ワタナベミュージックラボ
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近
現
代
芸
術
再
発
見
13

資
生
堂
の
ビ
ジュアル・デ
ザ
イ
ン
の

一
時
代
を
築
く

昔
、
母
の
鏡
台
に
、
曲
線
が
う
ね
る
美
し

い
模
様
の
ク
リ
ー
ム
瓶
が
あ
っ
た
。
ロ
コ
コ

風
に
も
み
え
る
唐
草
装
飾
が
洗
練
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
、
豪
華
か
つ

繊
細
な
瓶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
て
、
幼
心
に

「
こ
れ
が
化
粧
品
か
ぁ
」
と
い
く
ば
く
か
の

感
銘
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
が

「
ド
ル
ッ
ク
ス
」
と
い
う
資
生
堂
の
化
粧
品

の
シ
リ
ー
ズ
で
、
山
名
文
夫
と
い
う
人
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
と
知
っ
た
の
は
、
後
に
筆
者
が

大
学
院
で
雑
誌
や
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
を
研
究

し
た
時
だ
っ
た
。

山
名
文
夫
は
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
、

職
業
軍
人
で
あ
っ
た
父
の
任
務
地
で
あ
る
広

島
市
内
で
六
男
（
第
十
子
）
と
し
て
生
ま
れ

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、
日
暮
れ

に
な
っ
て
も
縁
側
で
寝
そ
べ
っ
て
何
か
描
い

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
小
学
生
の
時
に

は
近
視
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、

父
の
退
役
に
伴
い
、
一
家
は
父
の
郷
里
の
和

歌
山
市
に
転
居
し
、
広
島
を
あ
と
に
し
た
。

和
歌
山
で
中
学
校
を
卒
業
後
、
し
ば
ら

く
画
塾
に
通
い
画
家
を
目
指
し
て
い
た
文
夫

だ
っ
た
が
、
父
が
亡
く
な
る
な
ど
し
て
自

活
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
一
九
二
三
（
大
正

十
二
）
年
に
在
阪
の
雑
誌
社
・
プ
ラ
ト
ン
社

に
入
社
し
、
文
芸
雑
誌
『
女
性
』
や
娯
楽
雑

誌
『
苦
楽
』
の
挿そ

う

画が

や
小
さ
な
カ
ッ
ト
を

手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
山
名

の
商
業
美
術
家
、
今
で
い
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
る
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
東
京
に
て
資

生
堂
に
入
社
す
る
が
、
勤
務
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

仕
事
に
疑
問
を
持
ち
、
三
年
後
に
退
社
す

る
。
そ
の
後
、
一
人
で
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を

構
え
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
写
真
家
・

編
集
者
の
名
取
洋
之
助
が
主
宰
す
る
日
本
工

房
に
参
加
し
、
海
外
に
日
本
を
紹
介
す
る
雑

誌
『
N
I
P
P
O
N
』
の
編
集
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
す
る
。

唐
草
模
様
に
見
ら
れ
る

装
飾
の
極
致

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
資
生
堂

に
復
職
。
こ
こ
で
山
名
は
前
述
し
た
化
粧
品

「
ド
ル
ッ
ク
ス
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

や
、
女
性
像
や
唐
草
文
様
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
山
名
調
と
も
い
え
る
広
告
デ
ザ
イ
ン
を

次
々
と
生
み
出
し
、資
生
堂
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル・

デ
ザ
イ
ン
の
一
時
代
を
築
き
上
げ
た
。
女
性

像
と
唐
草
文
様
に
代
表
さ
れ
る
山
名
の
エ
ス

プ
リ
（
機
知
）
は
、
余
人
に
は
真
似
の
で
き

な
い
装
飾
の
極
致
と
も
い
う
べ
き
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
。
彼
は
線
を
整
理
し
、
単
純
化
し
、

平
面
的
な
色
彩
の
扱
い
で
、
絵
画
調
で
は
な

く
ま
さ
に
図
案
（
デ
ザ
イ
ン
）
に
仕
立
て
る

の
に
成
功
し
た
。
モ
ダ
ン
カ
ラ
ー
粉こ

な

白お
し
ろ
い粉

の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
そ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
時
代
の
先
端
を
行
く
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
が
ア
ー
ル
デ
コ
調
で
描
か
れ
て
い
る
。

彼
の
描
く
線
は
軽
や
か
で
、
絵
画
の
よ
う

な
重
厚
さ
は
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
を
セ
ー
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
捉
え
て
制
作
に

携
わ
っ
た
彼
の
作
品
は
、
華
や
か
で
は
あ
る

が
、
決
し
て
高
尚
で
は
な
く
、
分
か
り
や
す

く
、
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
も
の
で

あ
っ
た
。
香
水
の
新
聞
広
告
に
描
か
れ
た
ビ

ア
ズ
レ
ー※

を
彷
彿
さ
せ
る
女
性
像
は
ペ
ン
に

よ
る
白
黒
の
世
界
で
そ
れ
を
見
事
に
表
し
て

い
る
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ム
の
ポ
ス
タ
ー
に
見

ら
れ
る
柔
ら
か
な
色
合
い
と
幼
顔
の
女
性
像

は
、
現
代
に
お
い
て
も
流
行
し
、
国
際
的
に

も
大
衆
に
支
持
さ
れ
て
い
る
「
か
わ
い
い
」

の
先
駆
け
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

現
場
の
経
験
が
礎
に

太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、
化
粧
品
な

ど
の
奢し

ゃ

侈し

品
は
規
制
を
受
け
、
仕
事
が
激
減

し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）

年
に
山
名
は
再
び
資
生
堂
を
去
る
が
、
そ
の

後
も
宣
伝
部
制
作
室
長
や
顧
問
と
し
て
、
戦

後
一
九
七
〇
年
代
中
頃
ま
で
資
生
堂
と
関
わ

り
続
け
た
。

山
名
は
日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
第
一
世
代
で
あ
る
が
、
本
人
は
ど
う

や
ら
最
初
に
資
生
堂
に
入
社
す
る
ま
で
は
本

格
的
な
商
業
美
術
家
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
自
分
は
あ
く
ま
で
洋

画
家
で
そ
の
延
長
で
挿さ

し

絵え

や
カ
ッ
ト
を
描
い

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
現

場
で
活
字
や
印
刷
版
式
の
凸
版
を
学
び
、
文

章
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
を
知

70歳の時の山名文夫

り
、
図
案
ば
か
り
か
文
案（
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
）

ま
で
も
考
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で

実
践
に
よ
り
た
た
き
上
げ
ら
れ
た
結
果
、
一

人
前
の
商
業
美
術
家
と
し
て
の
自
覚
を
得

た
。
特
に
日
本
工
房
で
の
経
験
は
、
写
真
の

見
方
を
知
り
、
ト
リ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
を
知

り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
感
覚
を
練
り
、
欧
文
活

字
の
扱
い
に
慣
れ
、
仕
事
に
粘
る
訓
練
を
受

け
ら
れ
た
、
と
後
年
本
人
が
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
得
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
花
開
い
た
の
が
資
生
堂
に
再
就
職

し
た
と
き
だ
っ
た
。課
長
の
立
場
も
幸
い
し
、

す
で
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
洗
練
さ
れ
た
エ

レ
ガ
ン
ト
な
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル

に
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
加
え
、
資

生
堂
調
と
い
え
ば
山
名
調
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
唐
草

文
様
を
基
調
に
し
な
が
ら
そ
の
時
々
の
時
代

感
覚
を
取
り
入
れ
て
新
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

つ
く
り
だ
す
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
広
告
デ
ザ
イ
ン

は
こ
う
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
文
・
西
村 

美
香
）

山
名 

文
夫

や
ま
　
　
　
　
　
　
　
な

あ
や
　
　
　
　
　
　
お

［1897-1980］

西村 美香〈にしむら・みか〉

兵庫県生まれ。京都工芸繊維大学大学院
修了。明星大学教育学部教授。近代デザ
イン史を専門とする。著書に『モダニズム
出版社の光芒 プラトン社の1920年代』

（淡交社、2000年、共著）、展覧会図録
『二十世紀のポスター［タイポグラフィ］—
デザインのちから・文字のちから』（日本
経済新聞社、2011年、共著）、翻訳に

『グラフィック･デザイン全史』（淡交社、
1996年、共訳）などがある。

資生堂ドルックス（コールドクリーム）1951年
資生堂企業資料館蔵

資生堂ドルックス　唐草模様　1951年
資生堂企業資料館蔵

資生堂モダンカラー粉白粉　1932年　
資生堂企業資料館蔵

資生堂コールドクリーム　バニシングクリーム　ポスター　1937年　資生堂企業資料館蔵

資生堂の香水　新聞広告　1952年　資生堂企業資料館蔵『NIPPON』ポスター　日本工房　1934年頃

※オーブリー・ビアズレー…イギリスのイラストレーター、詩人、小説家。白黒の線画で流れるような曲線に
世紀末的雰囲気を漂わせる挿絵やポスターを多く描いた
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年
に
は
、
海
軍
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
他
の
三

都
市
と
と
も
に
「
鎮
守
府　

横
須
賀
・
呉
・

佐
世
保
・
舞
鶴
～
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体

感
で
き
る
ま
ち
～
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
現
在
、
近
代
化
の
歩
み
を
伝
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

臨
海
工
場
群
と
艦
船
が
並
ぶ
風
景

呉
湾
お
さ
ん
ぽ
ク
ル
ー
ズ
は
、
呉
港
と
対

岸
の
江
田
島
市
の
小こ

用よ
う

港
を
往
復
し
て
景
色

を
楽
し
む
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
定
期
航
路
の

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
す
る
ク
ル
ー
ズ
だ
が
、

呉
湾
な
ら
で
は
の
景
観
を
間
近
に
眺
め
な
が

ら
、
海
と
と
も
に
歩
ん
だ
呉
の
近
代
の
歴
史

と
瀬
戸
内
の
自
然
を
同
時
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
呉
港
を
発
着
点
と
し
、
八
時
台
か

ら
十
八
時
台
ま
で
一
日
九
便
が
利
用
可
能
で
、

所
要
時
間
は
約
四
十
五
分
。
日
曜
日
の
午
後

二
回
は
呉
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
よ
る

ガ
イ
ド
も
あ
る
。

呉
港
を
出
て
左
舷
方
向
を
見
る
と
、
ま
ず

山
裾
の
木
々
の
中
に
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

が
見
え
る
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
建

設
の
旧
呉
鎮
守
府
庁
舎
（
現
・
海
上
自
衛
隊

呉
地
方
総
監
部
庁
舎
）だ
。
再
建
さ
れ
た
ド
ー

ム
以
外
は
、
当
時
の
呉
市
の
代
表
的
な
レ
ン

ガ
建
築
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
左
側
の
湾
岸
に
視
線
を
向
け
て

み
る
と
、
工
場
群
や
そ
び
え
立
つ
ク
レ
ー
ン
、

建
造
中
の
巨
大
タ
ン
カ
ー
な
ど
臨
海
工
業
都

市
な
ら
で
は
の
光
景
と
、
迫
力
の
あ
る
灰
色

の
自
衛
隊
艦
船
が
桟
橋
に
並
ぶ
独
特
の
景
観

が
広
が
る
。
戦
前
、
こ
の
一
帯
は
海
軍
工
廠

で
、
戦
後
は
民
間
の
工
場
に
転
用
さ
れ
、
海

上
自
衛
隊
の
基
地
も
置
か
れ
た
。「
大
和
の
ふ

る
さ
と
」
と
掲
げ
た
看
板
の
奥
に
あ
る
、
一

段
と
高
い
屋
根
の
建
物
は
戦
艦
大
和
の
ド
ッ

ク
跡
。
大
屋
根
は
大
和
の
目
隠
し
用
に
建
て

ら
れ
た
と
い
う
。
ド
ッ
ク
は
埋
め
立
て
ら
れ

た
が
今
も
工
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ア
ー
チ
形
の
第
二
音

戸
大
橋
が
見
え
て
く
る
。
音
戸
の
瀬
戸
は
、

呉
市
の
警け

ご

や
固
屋
と
倉
橋
島
と
の
間
の
水
路

で
、
か
つ
て
平
清
盛
が
扇
で
太
陽
を
招
き
返

し
、
一
日
で
開
い
た
と
い
う
日
招
き
伝
説
が

残
る
。
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
に
開

通
し
た
第
二
音
戸
大
橋
は
、
陸
上
部
ア
ー
チ

と
海
峡
部
大
ブ
ロ
ッ
ク
を
日
本
最
大
級
の
ク

レ
ー
ン
船
を
用
い
て
空
中
結
合
し
た
日
本
初

の
空
中
ジ
ョ
イ
ン
ト
一
括
架
設
工
法
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。

そ
の
右
手
に
遠
望
で
き
る
白
い
山
は
三
ツ

子
島
。
白
い
山
の
正
体
は
、
三
ツ
子
島
埠
頭

株
式
会
社
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
輸
入
し
貯
蔵
し

て
い
る
工
業
用
の
塩
で
、
こ
こ
か
ら
船
で
全

国
各
地
へ
と
運
ば
れ
る
。
こ
の
塩
は
大
粒
の

結
晶
の
た
め
、
飛
ん
だ
り
、
溶
け
た
り
し
な

い
と
い
う
。

行
き
交
う
船
を
眺
め
な
が
ら
、
瀬
戸
内
海

を
進
む
と
、
や
が
て
江
田
島
の
古ふ

る
た
か
や
ま

鷹
山
が
眼

前
に
迫
り
、
呉
か
ら
二
十
分
ほ
ど
で
小
用
港

に
到
着
す
る
。
江
田
島
に
は
、
戦
前
は
海
軍

兵
学
校
が
置
か
れ
、
戦
後
は
海
上
自
衛
隊
第

一
術
科
学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

小
用
港
か
ら
折
り
返
し
再
び
呉
湾
に
近
づ

く
と
、
左
舷
方
向
に
大
小
二
つ
の
無
人
島
、

大お
お
う
る
め
し
ま

麗
女
島
と
小こ

麗う
る
め
し
ま

女
島
が
間
近
に
見
え
る
。

現
在
、
自
衛
隊
が
管
理
す
る
大
麗
女
島
は
戦

前
、
特
殊
潜
航
艇
「
蛟こ

う

龍り
ゅ
う

」
の
地
下
工
場
が

設
置
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
名
残
で
あ
る
ト

ン
ネ
ル
が
今
も
残
る
。
白
い
灯
台
が
立
つ
小

麗
女
島
に
は
、
か
つ
て
呉
港
に
出
入
り
す
る

船
を
監
視
す
る
海
軍
の
見
張
所
が
置
か
れ
て

い
た
。
島
の
先
に
見
え
る
本
土
の
湾
岸
に
は
、

映
画
『
海
猿
』
の
ロ
ケ
地
に
使
わ
れ
た
海
上

保
安
大
学
校
の
校
舎
が
見
渡
せ
る
。

山
と
島
に
囲
ま
れ
た
地
形

海
上
か
ら
呉
市
や
周
囲
の
景
観
を
眺
め
る

と
、
呉
に
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
理
由
も
頷
け

る
。
呉
は
山
と
島
々
に
覆
い
隠
さ
れ
る
よ
う

に
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
敵
艦

に
攻
撃
さ
れ
に
く
い
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

港
に
近
づ
く
と
、
海
岸
近
く
に
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」
が
見
え
る
。

前
者
は
戦
艦
大
和
や
科
学
技
術
、
呉
の
歴
史

な
ど
を
伝
え
る
博
物
館
。
後
者
は
陸
上
に
展

示
し
た
実
物
の
潜
水
艦
で
、
内
部
を
見
学
で

き
る
。
両
施
設
と
あ
わ
せ
て
ク
ル
ー
ズ
を
体

験
す
れ
ば
、
呉
の
近
代
史
が
よ
く
分
か
る
。

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
七
月
、
呉
市
は

海
軍
鎮
守
府
開
庁
百
三
十
年
を
迎
え
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
一
年
に
わ
た
り
、
呉
の
歴
史

の
パ
ネ
ル
展
示
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
呉

海
自
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。（

文
・
川
西 

由
香
理
）

か
つ
て
東
洋
一
の
軍
港
と
し
て
栄
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
臨
海
工
業
都
市
と

し
て
発
展
し
た
広
島
県
呉
市
。
対
岸
の
江
田
島
と
の
間
を
往
復
す
る
呉
湾
お
さ
ん

ぽ
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
瀬
戸
内
な
ら
で
は
の
景
観
と
、
海
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
呉

市
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

小麗女島

海
軍
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
た
呉
市

三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
瀬
戸
内

海
に
開
け
た
広
島
県
呉
市
は
、一
八
八
九
（
明

治
二
十
二
）
年
に
海
軍
拠
点
の
一
つ
で
あ
る

呉
鎮ち

ん

守じ
ゅ

府ふ

が
置
か
れ
、
海
軍
の
ま
ち
と
し
て

発
展
し
た
。
艦
艇
や
兵
器
を
製
造
す
る
呉
海

軍
工こ

う

廠し
ょ
う

も
設
置
さ
れ
、
戦
艦
大
和
を
建
造
す

る
な
ど
、
東
洋
一
の
軍
港
と
し
て
栄
え
た
。

戦
後
は
、
海
軍
と
の
関
わ
り
の
中
で
蓄
積

し
て
き
た
技
術
を
も
と
に
造
船
、
鉄
鋼
な
ど

を
中
心
と
し
た
臨
海
工
業
都
市
と
し
て
復
興

を
遂
げ
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）

海上保安大学校付近から眺める大麗女島　写真提供：呉市

戦艦大和のドック跡（現・ジャパン マリンユナイテッド呉事業所）
三ツ子島
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●

●
●

●
●

●

てつのくじら館
海上保安大学校

大
麗
女
島

小
麗
女
島

江田島市

呉港

小用港
海上自衛隊
第一術科学校

大和ミュージアム

旧呉鎮守府庁舎
造船所群

潜水艦桟橋

音戸大橋
第二音戸大橋

音戸の瀬戸

呉 市

倉橋島

古鷹山
（標高394m）

N

広島港

警固屋三ツ子島
（塩の山）
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山
を
あ
る
く

赤
ハ
ゲ
山

8

《
島
根
県
》

隠
岐
諸
島
の
最
も
南
に
位
置
す
る
知ち

夫ぶ

里り

島じ
ま

に
あ
る
赤
ハ
ゲ
山
。
土
壌
が
赤
く
、
木
が

生
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た

と
い
わ
れ
る
。
一
帯
に
野
ダ
イ
コ
ン
が
群
生

し
、
見
頃
を
迎
え
る
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上

旬
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

来く
り

居い

港
か
ら
山
頂
ま
で
は
徒
歩
で
三
時
間

ほ
ど
か
か
り
、
舗
装
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
登

る
こ
と
が
で
き
る
。
仁に

夫ぶ

里り

浜
公
園
を
過
ぎ
、

分
岐
か
ら
右
に
登
っ
て
い
く
と
、
徐
々
に
視

界
が
開
け
る
。
沖
に
浮
か
ぶ
神
島
や
山
並
み

を
楽
し
み
な
が
ら
進
む
と
草
原
が
広
が
り
、

牛
の
放
牧
や
石
垣
の
跡
が
目
に
入
る
。
か
つ
て

島
内
で
行
わ
れ
て
い
た
独
自
農
法
の
牧ま

き

畑は
た
※の

名

仁夫仁夫

大江大江

薄毛薄毛

多沢多沢

郡郡

古海古海

来居来居
赤ハゲ山展望所赤ハゲ山展望所

知夫赤壁知夫赤壁
赤壁展望所赤壁展望所

猫ヶ岩屋古墳猫ヶ岩屋古墳

仁夫里浜公園仁夫里浜公園

知夫里トンネル知夫里トンネル

来居港来居港

分岐分岐

分岐分岐

神島神島

知夫里島知夫里島

浅島浅島

325325
赤ハゲ山赤ハゲ山

N

来居港から仁夫里浜公園を経て山頂に至るルート　地図制作：磯部 祥行

残
を
眺
め
な
が
ら
、
赤せ

き

壁へ
き

へ
の
分
岐
に
進
み
、

赤
ハ
ゲ
山
展
望
所
に
続
く
急
な
坂
を
登
る
と
、

頂
上
に
着
く
。
山
頂
の
展
望
所
で
は
、
カ
ル

デ
ラ
湾
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
や
島
根
半
島
、

大
山
な
ど
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

分
岐
に
戻
り
、
右
手
の
道
を
下
り
て
、
猫
ヶ

岩
屋
古
墳
か
ら
遊
歩
道
を
歩
く
と
、
赤
壁
展

望
所
に
着
く
。
赤
壁
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た

赤
褐
色
の
岩
肌
が
特
徴
の
海
に
面
し
た
断
崖

絶
壁
で
、
島
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
柵
が
な

い
た
め
見
学
の
際
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

登
山
道
で
は
オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
、
オ
キ
ノ
ア
ザ

ミ
な
ど
隠
岐
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
希
少

な
植
物
を
見
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

国の天然記念物に指定された赤壁。時刻とともに色
の変化を楽しめる

写真提供：知夫里島観光協会

山頂付近に群生する野ダイコン

山頂の北側からは、隠岐諸島の西ノ島や中ノ島を眺
めることができる

※牧畑…農地全体を4つの牧に分け、畑作と放牧を4年周期で行う農法。
知夫里島では1960年代ごろまで行われていた。


